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首都大学東京では、２０１０年より２０１３年まで東京の郊外を対象とした研究を行いました。

都市環境科学研究科に所属する６人の研究者と現場で活躍する３人の専門家、

そして様々な専門領域で学ぶ４６名の大学院生がチームを組み、５年間かけて

さまざまな視点から研究や提案を行ってきました。このレポートはその研究成果をまとめたものです。

都市の郊外での生活や空間はきわめて単調である、と考えられがちですが、

そこには様々な課題と様々な可能性が隠されています。

この調査研究ではその実相に少しでも迫ろうと考えました。

ご一読いただき、ご意見やご感想などをいただければと考えています。

ないが、劣悪なスラムの環境とは程遠い。

ではこの「郊外」を捉える、理解するにはどう

すればいいか。郊外はまず第一に広すぎる。

直感的に理解することが難しいし、全てを調

べることがそもそも難しい。世界を理解する

方法には「帰納法」と「演繹法」がある。自動

車で行けども行けども同じような風景が広

がっているから「郊外は同じような風景で出来

ている」と結論づけてしまうのが帰納法である

が、郊外は広すぎるから帰納的なアプローチ

には限界がある。一つの可能性は、郊外をつ

くり出したメカニズムを明らかにして演繹的に

郊外を描き直すこと、もう一つの可能性は、

特別な現象を見つけ出し、その現象から類推

（アナロジー）することで、郊外に対する認識

を組み直すことだ。

この研究では、社会調査によって帰納的に郊

外の姿を描き出した上で、小さな地域のケー

ススタディや提案をつくる作業を通じて類推

的に郊外の姿に迫ろうとした。その成果は十

分なものではないが、2010年代前半の郊外を

出来るだけ正確に描こうとした、その報告とし

てお読みいただければ幸いである。

都市のまわりに形成された、いわゆる「郊外」、

この場所をどう捉えたらいいのだろう、このよ

うな素朴な疑問から、この研究はスタートして

いる。かつて都心の人口が激減する「ドーナ

ツ化現象」が問題になったように、もはや、都

市の人口の多くは郊外に居住している。そこ

に住んでいる人がどういう風に生活し、そこで

何が必要とされているのか、このことを正確に

見極めることは、日本の都市の将来像を見極

めることにつながる。

日本の郊外は世界的に見ても不思議な空間

である。例えばアメリカのように、自動車移動

を全ての前提とはせず、特に東京をみると、多

くの郊外は公共交通による都心への通勤を前

提としている。それなりに複合した、高機能な

空間がそこにある。あるいは急速に成長した

大都市の周辺に必ずといってもいいほど形成

される、いわゆる「スラム」も日本の郊外には

存在しない。東京の環状７号線の近辺に広

がる、木造住宅の密集エリア-都市計画の世

界では「木密ベルト」と呼ばれる-は、都市計

画制度のコントロールが十分にはたらかな

かった、という点で「スラム的」であるかもしれ

近年、若者の「地元志向」が強まっているとい

う。近年、郊外のターミナル駅の周辺開発が

各地で行われているが、そうしたことも要因と

して挙げられるかもしれない。

私たちの問題関心は、東京の郊外で生まれ

育った若者たち、いわば「郊外第二世代」は

どこにいるのか、という疑問から始まった。自

分の代で郊外に移り住み、子育てを終えた郊

外第一世代が60歳代、70歳代となった今日、

若者や子育て世代は現在どのような暮らしを

し、将来どこで、どのような生活をしたいと考

えているのだろうか。

かつては基地の街として栄え、現在にいたる

まで多摩地域の中心地として発展してきた立

川。そのなかでも高松町・曙町地区は、ター

ミナル駅に近く、利便性に惹かれて移り住む

人が多いと同時に、祖父母の代から同じ土地

で暮らし続ける家族もいる。最近では空き店

舗を活用した新しいビジネスも生まれている。

郊外第二世代が生まれ育った場所に戻ってく

るために何が必要か、また他から転入する人

たちは地域に何を求めているのだろうか。そ

うしたことをこの場所を通じて考えていきたい

という理由から、2010年8月に約2,000人を

対象としたアンケート調査を実施した。

詳細なデータ分析は今後進めていく予定であ

るが、以下では回答の全体的な傾向について

まとめておきたい。まず、全体的な傾向として

定住意識が高いことが挙げられる。特に、近

隣に特に親しい友人・知人がいなくても住み

続けたいと考えている人が一定数いることが

わかった。その背景としては、立川駅に近接

し商業施設も多いといった利便性が高く評価

されているようである。生まれ育った人々だけ

でなく、他所から転入した人々にとっても「住

みやすい」と思える地域といえるだろう。いっ

ぽう、自由回答では「年をとったらもっと静か

な場所で暮らしたい」という意見も目立った。

今後は、アンケート結果を参考にしながら、

地域のなかで積み重ねられてきた記憶や経

験、住民の地域に対する思いなどを個別のイ

ンタビューでうかがい、この地域の「これまで」

と「これから」をつなぐ作業をしていきたいと考

えている。地元の方々が地域の将来像を検

討していく際の参考資料となれば幸いである。

1.東京ウェッサイ

社会的にも意義があり、ユニークな取り組みをしているのに、発信

する場所がないと感じている人。「同じ想いを持って、活動してい

る人がいるんじゃないか？」そう思いながら、それぞれバラバラにプ

ロジェクトに取り組んでいる人。

そういった想いを広く発信する場所、そして同じ想いを持った人た

ちに出会いの場所を提供したい。「東京ウェッサイ」は、そうした考

えからスタートした、コミュニティFMを使った新しい取組みです。

2.シネマ通り（シネマ通り商店会）

立川駅北口から歩くこと数分、大通りから一歩足を

踏み入れると、「シネマ通り商店会」という、３５０

メートル程度の小さな商店街があります。

シネマ通りという名前の由来は、かつてこの商店街

に映画館があったことから名付けられたそうです。

まだ立川に米軍基地があった頃は、シネマ通りは基

地ゲートの目の前に立地していた飲み屋街として

も、大変な賑わいを見せていた時代もありました。

その後、立川基地が返還されたことや、立川駅周辺

の再開発が進み徐々に人の流れが変化したこと、

商店主の高齢化などに伴って、かつては賑わった

商店街も、現在ではシャッターを閉めたままとなっ

ている建物も少なくない状況です。
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FIELD REPORT 

FROM SUBURBAN CITY

郊外現場レポート 9研究を進める中で連携をとったり、協力をいただいたりした、

郊外都市での具体的な動きをまとめました。

4.谷保プロジェクト「やぼろじ」

国立市谷保で活動している、都市農とコミュニティの再

生をはかるプロジェクトです。地域で活動する市民の

組織、建築家、大学生、大学研究室が協働し、放棄農

地の再生、空き家の再生などに取り組んでいます。谷

保は江戸時代よりの歴史のあるエリアであり、近隣には

谷保天満宮や茅葺きの農家が残り、古くからの人のつ

ながりも残っています。一方で計画的ではない農地の

宅地化が個別散在的に進み、小さな道路と農地が入り

組む迷路のような空間が作られています。プロジェクト

では地域のこうした状況を丁寧に読み取り、様々な人の

つながりを形成しながら、空き家となっていた、昭和30

年代につくられた住宅をシェアオフィスとコミュニティカ

フェの複合拠点として再生しています。

「東京ウェッサイ」とは、TOKYO WEST SIDE」、そう「東京

の西側」という意味。戦後、東京のにしがわはベットタウン

としての機能を果たし、近年より利便性は高まりつつある一

方で、どこも同じような街になってしまったのではないかと思

います。街並みはもちろん、地域文化やアイデンティティのよ

うなものも同時に失ってしまったと言えるかもしれません。

みんなの想いがいつか形となり、東京の西側から新たなカ

ルチャーを発信していきたい。「東京ウェッサイ」という名前

には、そうした願いが込められています。

3.「立川空想不動産」シネマ通りプロジェクトについて

そんなシネマ通りは、かつて賑わっていた時代の情緒を残す物件がいまだ数多く残るエリア。よくも悪くも

それは、立川に残る唯一の立川らしさでもあります。しかし、このまま中心市街地の空洞化に歯止めが効

かなければ、それらはマンションとなり消えていくのです。いわゆる懐古主義的に建物や街並みを残すの

ではなく、雰囲気を残しつつ、使い方を変えることで新しい価値を付加はできないだろうか？　「立川空想

不動産」シネマ通りプロジェクトは、そうした想いからスタートしました。

1.株式会社 なかやま不動産

賃貸・仲介・管理、不動産コンサルティング業務等を行っている地域密着の不動産

屋である。親身な接客が印象的であり、新規居住者（特に、高齢者）に関しては業務

内の関係のみならず、賃貸住宅紹介後も地域の生活に関することなどで頼られること

もしばしばあるそうだ。

2.立川市　福祉保険部　高齢福祉課

高齢者を対象とした事業や相談、福祉会館やシルバー大学などに関することを行って

いる。高齢者の住宅に関しては在宅支援係が対応している。他の福祉機関と連携し

ており、統計は市役所内で閲覧できる。

3.地域包括支援センター

高齢者の支援・相談を中心となって行っている機関で、市内6か所に設置されている。 

その他の事業として、介護予防、高齢者の権利擁護などを行っている。高齢者の生活

実態に詳しい。

4.立川市 産業文化部 産業振興課 産業振興係 

商業、工業、農業をはじめとする市内の産業全般に渡る振興を行うとともに、まちの魅力

を発信する観光の振興を行っている。また、働きたい人への就労支援や中小企業で働く

人への勤労者福祉支援、中小企業を対象とした事業資金の融資あっせん等の業務も

行っている。

5.たちママ探検隊

2006年に市民、企業、行政との子育て支援協働事業として生まれた団体。一般公募に

より集まった立川市在住の小さな子どもを持つ母親たちによって構成され、商店街等の

地域情報を母親目線で紹介する「子育て応援たちかわマップ」を作成している。母体に

は、立川の子育てを応援する市民団体「夢たち応援団」がある。

6.NPO法人育て上げネット

立川市高松町で活動する、コミュニケーションが苦手、働くことが不安、やりたいことが

見つけられない・・若者たちとその保護者、関係者に対して様々な形をサポートを実践

するNPO。若年者就労支援事業、企業連携事業、保護者支援事業、キャリア教育事業、

官公庁ソリューション事業などを展開。

調査にご協力をいただいた皆様
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現住所を含む立川市内出身者

が全体の5分の1以上を占め、東京

都出身者と東京都以外出身者がほぼ

半数ずつとなりました。東京都出身

者以外を道府県別にみると北海道

出身者が最多となりました。

アンケートは各年代の人口比に合

わせて配布しましたが、全体的に20

歳代、30歳代からの回答率は低く、50

歳代、60歳代からの回答が全体の4

割以上を占めました。

出身地はどこですか？ 何歳ですか？

全体の4割近くが親と未婚の子ど

もからなる世帯でした。また、夫婦の

みの世帯も全体の4分の1を占めました。

一人暮らしをされている方（単身者）

も全体の2割近くとなりました。

全体の4分の1が居住年数5年

未満であると同時に、30年以上お住

まいの方も3割以上を数えました。比

較的居住年数の短い方と長年お住ま

いの方の両方が混在してお住まいに

なっている地域だといえます。

誰と暮らしていますか？ ここに何年暮らしていますか？

全体の4割の方は、近隣に親しい

友人・知人を数人程度（5人未満）お

持ちのようです。いっぽうで、そうした

友人・知人が地域にいない方も全体

の3割を数えました。

「感じる」「どちらかといえば

感じる」を合わせると、全体の6割

以上の方が地域への誇りや愛着を感

じているようです。全体としては地域へ

の居住年数が長いほど地域への誇り

や愛着を感じる方が増える傾向に

あります。

近所に親しい人はいますか？ 地域に誇りや愛着を感じますか？

「感じる」「どちらかといえば感

じる」を合わせると、全体の6割弱

の方が地域になにか役立つことをした

いと思われているようです。特に、地

域内および近隣でお仕事をされてい

る方に地域への貢献意識が見ら

れました。

「ぜひ暮
らし続けたい」「できれ

ば暮らし続けたい」を合わせる
と、全体の8割近くの方が地域で
の定住意識をお持ちのようです。そ
の理由としては、さまざまな施設が隣
接し、交通機関も充実していることに
よる生活の利便性、近隣の友人・
知人との良好な関係をあげる

方が目立ちました。

地域のために役に立ちたいと思いますか？ この地域で暮らし続けたいですか？

年代によって回答が分かれまし

たが、子育て世代は子育て関連施

設、中高年以上の世代は高齢者関連

施設をあげる方が目立ちました。また、

特に必要な施設がないと回答され

た方も2割近くいました。

近隣のスーパー

マーケットの利用者が6割近くを占

め、また立川駅に隣接する商業施設

の食品売り場で購入する方も3割以

上となりました。逆に、地元の商店

街を利用する方は少数でした。

この地域に必要な施設は？ 食料品はどこで買いますか？

 郊外都市の
住民の
地域生活に
関する調査

【調査概要】

2010 年 8 月に立川市内に居住する

20～79 歳の男女を対象としたアン

ケート調査を実施しました。調査対

象地域は、立川市高松町 2 丁目、3

丁目、曙町 2丁目、3丁目のうち「高

松通りより東側、かつ緑川通りより北

側」の範囲としました。住民登録者

名簿をもとにランダムサンプリング（無

作為抽出）を実施し、2,002 人を抽

出しました。アンケート用紙の配布・

回収は郵送を用い、有効回答数は

542（男性 42%、女性 57%、不明

1%）でした。本調査実施にあたって

は立川市個人情報保護審議会、首

都大学東京研究安全倫理審査委員

会の審査、承認を得ています。本調

査にご協力いただいた皆様に深くお

礼申し上げます。
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変容の文脈から都市問題を捉える。近年は、企業
再編に伴うホワイトカラー組織の立地変容に関す
る研究を中心として、知的生産性の向上を目的とし
たワークプレイス評価指標の構築を手掛ける。

坪本裕之　〈つぼもとひろゆき〉

1976年東京都生まれ。2000年東京都立大学工
学部建築学科卒業。2002年同大学大学院修了
後、同年メジロスタジオ設立（馬場兼伸、黒川泰
孝と共同主宰）。2008年～ 2012年明治大学大学
院、首都大学大学院、東京理科大学大学院で非
常勤講師を歴任。2013年、メジロスタジオをリラ
イトデベロップメントへ組織改編。現在、日本大学
理工学部助教。専門は建築計画。廃校や団地な
ど老朽化した建物を転用する、再生建築の設計・
研究に取り組んでいる。

古澤大輔　〈ふるさわだいすけ〉
江口百合恵／荻野太雅／小森谷奈月／近藤瑞希／
齋藤利行／鈴木綾子／玉田隆之助／新原昇三／布
川悠介／元神理明／八隅裕介／山崎健太郎／尹美
眞（以上2011年度）
石橋一希／泉宏樹／市野博史／岩船渉／井上翔太
／宇野達也／北谷啓／金聖龍／支媛／高橋亮介／
羽室早瑛／三浦匠平／嶺野あゆみ（以上2012年度）
合木純治／浅井晋／伊藤正太／岩阪英将／大島光
洋／岡智史／岡佑亮／片山浩一／北島彩子／北原
英明／今野広大／サチルラト／鈴木翔大／高橋環太
郎／田中雅大／寺澤草太／芳賀羊介／藤川慎也／
丸茂友紀／山地秀幸（以上2013年度）

調査研究に携わった学生
建築家、日本大学理工学部建築学科、
株式会社リライトデベロップメント

日本女子大学住居学科卒業。戦後の住まいと家
族の変容を探るため、単身者、女性、高齢者の居
住や団地・ニュータウンの研究に取り組む。著書
に「奇跡の団地阿佐ヶ谷住宅」（共著）、「多摩
ニュータウン物語」（共著）など。

松本真澄　〈まつもとますみ〉

1976年、東京都生まれ。2000年東京工業大学
社会工学科卒業、2002年同大学院修了。2002
年アクセンチュア株式会社入社。経営コンサルティ
ング業務に従事。マネージャーとしてクライアント
企業の新規事業立上げ、マーケティング戦略の立
案などに携わる。2008年に株式会社リライトを
設立。2009年にアクセンチュア株式会社を退職。
現在に至る。

籾山真人　〈もみやままさと〉
株式会社リライト／代表取締役

1973年小金井市生まれ。東京都立大学大学院
社会科学研究科博士課程単位取得退学。博士
（社会学）。山口大学講師、准教授を経て、2008
年より現職。横浜を中心にフィールドワークを行い、
都市インナーエリアの社会構造変容とその過程に
ついて調査研究。また、山口県内の旧産炭地域に
おけるフィールドワークも実施。著書に『横浜・寿
町と外国人』など。

山本薫子　〈やまもとかほるこ〉
都市社会学／地域社会学／社会調査、
首都大学東京　都市システム科学域

1959年佐賀県生まれ。広島大学大学院文学研
究科博士後期課程退学後、東京都立大学、金沢
大学を経て現在に至る。これまでおもに都市にお
ける人間の空間的行動と空間認知の地理学的研
究を手がけてきたが、最近は地図や地理情報シス
テム(GIS)の都市問題、参加型まちづくりへの応用
に関心がある。

若林芳樹　〈わかばやしよしき〉
都市地理学／行動地理学／ GIS、
首都大学東京　地理環境科学域
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調査研究の主旨と目的

講師の紹介

郊外都市の中でどこを
どのように対象にしたか

レポートの構成

2

（あいうえお順）

東京を中心とする郊外は千葉、茨城、埼玉、神奈川県のエリアに

まで及び、非常に広大ですが、研究の対象地として東京の西郊、

特に立川市、八王子市、日野市、国立市を中心としたエリアを選

びました。しかし、絞り込んだとしてもこれらのエリアはまだ広大

です。もっと一カ所に集中して地域を限定して研究を行うべきで

はないか、という声が聞こえてきそうですが、「郊外」の特徴は、ま

ずもって「広いこと」である。都心のように可能性や課題が一カ

所に集中するのではなく、郊外ではその可能性や課題が広い範

囲に低い密度で存在するのではないか？とも考えたため、このよ

うな広いエリアとなっています。

たとえは悪いのですが、この広いエリアのあちこちに釣り糸を垂ら

してみて、何が捕まえられるだろう、という構えで研究の対象地を

決めたわけです。

このうち、2010年は、研究の対象地の中で、主に立川の「シネマ

通り商店街」のエリアにフォーカスをあてて研究を行いました。こ

の場所では「東京ウエッサイ」のグループが活動を行い、すでにい

くつかのプロジェクトが実現しています。具体的な取り組みに学

びつつ調査や提案を行いました。2011年と2012年は範囲をシネ

マ通り商店街に限定せず調査や提案を行いました。いくつかの

小さな場所にフォーカスした調査や提案から、郊外都市全体を

対象とした一般的な調査や提案までが含まれています。

首都大学東京では2010年より2013年まで「郊外型都市賦活更新プロジェクト研究」という研究を

行いました。戦後に日本の大都市近郊で急速に形成されたまちは様々な課題を抱えています。そ

うした課題のうち、特に建築や都市空間に焦点をあて、その「賦活」＝「活力を与えること」や「更新」

＝「新しく生まれ変わらせること」の技術や方法を探る研究です。もちろんそこには、スクラップアン

ドビルド型ではない新しい方法をもとめようという視点があります。

研究はいくつかのグループに分かれて行われ、このレポートは2010年度より2012年度まで行われ

た「郊外都市の新たな価値を創出する都市建築空間の賦活技術の開発」という研究グループの成

果です。このグループは、大学の中だけではなく、実際の郊外のまちの中にフィールドをおき、現場

で起きていることと連携をとりながら、実践的に都市や建築の空間をつくり出していくことを目的と

しています。調査と研究は、大学院生を対象とした講義と連動して行われ、3年間で総勢46名の

大学院生と、教員、外部からの非常勤講師が力をあわせて取り組んだ研究成果がここにまとめら

れています。外部からの講師は「東京ウエッサイ」というラジオ番組を中心としたプロジェクトを推

進しているグループのメンバーを招聘しました。このグループはFMたちかわで放送されていた「東

京ウエッサイ」という番組を通じて、ラジオを中心とした人のつながりを作り出しつつ、立川駅北側

にある「シネマ通り商店街」の空き店舗を賦活して拠点を作り出す取り組みを行っています。先行

しているこの取り組みに学びつつ、より深い課題や可能性を掘り起こせないかと考えました。講義

は首都大学東京都市環境科学研究科の学域を横断した講義として開講され、都市システム科学、

建築学、地理環境科学、都市基盤環境学、観光科学の学域に所属する学生による、専門分野横

断型の講義として取り組まれました。

このレポートでは３年間の間に行った、４つの調査と３つの提案を報告します。
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１）郊外都市の住民の地域生活に関する調査

（2010年7～ 8月実施、10～ 11月分析）

郊外に暮らす、普通の住民がどのような生活を行っているのか、

アンケート調査によって明らかにしました。
2

４）郊外都市の空間に関する調査２（2011年4～ 7月）

郊外都市の都市空間がどのような空間を持ち、それを人々がど

のように使っているのか、シネマストリートと立川駅北口を対象

に、２つのテーマを立てて調査を行いました。
5

５）郊外都市賦活の方法論

（2011年10月～ 1月）

立川市を対象に３つの異なる方法論で郊外都市を賦活する仮

想のプロジェクトの企画を提案しました。
6

６）郊外都市の空間に関する調査３（2012年4～ 7月）

郊外都市の都市空間がどのような空間を持ち、それを人々がど

のように使っているのか、多摩都市モノレールの沿線を対象に

して、４つのテーマを立てて調査を行いました。
7

７）郊外都市賦活の方法論２

（2012年10月～ 1月）

郊外都市を対象に３つの異なる方法論で郊外都市を賦活する

仮想のプロジェクトの企画を提案しました。
8

２）郊外都市の空間に関する調査１（2010年6～ 7月）

郊外都市の都市空間がどのような空間を持ち、それを人々がど

のように使っているのか、シネマストリートを中心に、４つのテー

マを立てて調査を行いました。
3

３）郊外都市を賦活するプロジェクトの提案

（2010年11月～ 1月）

郊外都市を「高齢者」「地方出身者」「農業」「趣味」「アート」の

５つの視点から賦活する仮想のプロジェクトの企画を提案しました。
4
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調査３　まちの中をどのように人が歩くか？

まちを訪れた人は、シネマストリート周辺の変化に富んだ街

路空間をどのように歩いているのだろうか。道幅や車など

に影響されるのだろうか。駅前から競輪場まで、まちを知ら

ない人に地図を見せながら、分岐点では写真を２枚提示し

てどちらに進むかを選択してもらい、人が馴染みのない土地

でどのような道を通り、どのような道を避け目的地まで進ん

でいくのかを調べる。

シネマストリート（シネマ通り商店街）を中心に、

都市空間の構成や使われ方に関する調査を行いました。

地図中の吹き出しは、現地調査やアンケートで得られた地域の方の声です。

CINEMA STREET

戦時中、駅前の方
は店舗の疎開があっ
たが、シネマ通りの方
にはなかった。

昔はスーベニア
ショップ（日本のもの
のおみやげやさん）が

あった。

米軍兵専門の
バーがあり、青梅線
を境に黒人と白人のエリ
アも分けられていた。シ
ネマ通りは白人米兵

専門。

シネマ
通りはぼったくりな

どで怖いイメージがあっ
た時代もある。シネマ通り
で商売やってますなんて
言うと、肩身が狭い
思いをした。

 ペ イ
デーが月の終わり
と真ん中の２回で、そ
のときは商店街を歩いて
いるのは日本人よりアメ
リカ人の方が多いく
らいだった。

現在は駅に向かって
いく途中の横切り通り
になってしまった。

もとはGIバーだった
ところも残っているが、
現在の客は日本人。

バス停が近く静か
で、便利。近所付き
合いをあまりしなくて

良い。

バブルの頃は立川でも
地上げが多くあった。

歓楽街
であり、他とは一味
違う通りだった。夜の
女、おかまがたくさんいて、
パチンコ屋、射的屋、大
衆演芸場、ストリップ
等があった。

基地返還後は、
お店や旅館等がいな

くなった。

最初は「競
輪場通り」といった
が、（ギャンブルのイ
メージで）名前が悪
いのでキネマに
なった。

調査４　立川における街路の構成要素に関する分

シネマストリートの詳細な平面図、連続立面図、街路と水平方向断面図、
街路と垂直方向断面図を作成し、空間を詳細に把握する。

＜被験者1＞

「地図を見て行きやすそうだった」

＜被験者31＞

「小道に入ると、たとえ近道でも行き

止まりになっている可能性があるの

で、大きな通りを通る。」

＜被験者35＞

「道が狭くても暗くても先の方を見

て、何かありそうだと進める」

＜被験者37＞

「明るい印象で、店があるので興味

がわく。」

調査２　シネマ通り商店街の交通流は？

活性化の最も単純な方法は、「人を呼び込み、利用してもらう」こと。

調査地点を2ヶ所定め、シネマストリートの交通の流れを把握した。

当時としてはモダンな
建物だった

戦前は地方から
出てきた工場に勤め
る人たちと日本軍の
兵隊の娯楽施設

だった

立川キネマ

昭和記念公園は
自然の樹木が沢山
あって広場もいくつも
ある、花火大会も

楽しみ。

一時、市外へ
出たが、自分の
育った地域なので、
戻ったこの機会に、こ
のまま一生立川で暮
らしたいと考えて

いる。

とにかく便利な所
で、駅も近いし、お店
もいっぱいあっていい。
公園も多く、静かな住

宅街。 

ファーレ立川は、基地
跡地を見事に再開発
し、基地の街立川という
イメージを変えた。

転居
で立川に来まし
た。居住年数が短
いので愛着らしい愛
着はまだないのです
が知り合いも増え、
住み良くなってき
ました。

親しくしている
人はいないが、周り
の方とはつかずはな
れずのおつきあいが
できていて住みや

すい。

いろいろまざったゴ
チャゴチャ感が良い。

交通の便がよく、
縁もあり、都心まで
もこれ程の時間なら
通えるし、気に入っ

てます。

1

＜地点１＞

①⇔③、①⇔④の方向に人が動いている。①⇔③は自動車による通

過交通、①⇔④はシネマストリート中心部への流出入である。地域

の方が感じている「立川通りの交差点に対する抜け道として、この

地点が利用されている」という認識が、データでも裏付けられた。

15分間に平均で100（人・台）近い交通量がある。ただその交通

量が商店街の活性化につながっていない。

❶ ❹

❷ ❸

シネマストリートの中心部

観測位置

シネマ通りに都
市計画で道路が計
画されており、その周
辺は地上げされやす

かった。

平成になる前は、昼
間と夜の二回商売が

出来た。

＜地点２＞

交通量の大半が「シネマストリートから②の方向(流出交通量)」あるいは、「②からシネ

マストリートの方向」である。二つの方向を比べると流出交通量のほうが多い。これは

小学校の先の住宅街やマンションに居住する人の流動である。休日の交通量は減少

するが、自転車でシネマストリートから②方向へ向かう親子連れが多い。これは親子

で昭和記念公園を利用した帰りだと思われる。競輪開催日で人が増加すると地域の

方は認識されているが、交通量調査からはその傾向は見られない。競輪後に、人々が

列をなして歩く光景が強く印象に残っているためではないだろうか。

2

地域の人たちの顔
がみえるので安心感
がある。道がきれい。

❶

❷

❸

シネマストリートの中心部

観測位置

1
2 3

調査１　シネマ通り商店街の商店構成はどう変化してきたか？

サービス業、バー、スナック、風俗店、旅館、工場の割合が年々減少している。逆に集合住宅、事務所、駐車場は増加し

ている。立川通り側は大規模な建物への更新が進み、第二小学校側ではあまり区画の変わらない建物が多い。ホルモン

屋さんや、サムライキッチン(おでん)、など、この数年でまた新たな形態の商店が増えている。それらの新たな動きをうまく

取り込みつつ、これまでのシネマストリートの良さを活かすことが出来れば、周辺に人が十分に居住している地域である事

から、シネマストリートの活性化を図る事は可能である。

1972年 2009年



郊外都市を賦活するための、５つの提案をまとめました。

これまでの調査から「高齢者」「地方出身者」「農業」「趣味」「アート」の５つの視点を設定し、

それぞれの視点からの提案です。
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TSUREKOMI ART PROJECT

1. シネマストリートの歴史背景とプロジェクトの目的

かつては「連れ込み旅館」が密集する赤線地帯であった立川シネマストリート界隈。基地

返還や駅前開発によって取り残され、衰退している。過去の立川を感じられる空間や場の

価値をアートによって蘇らせる。TSUREKOMI ART PROJECTは「まちにアートがひきよせら

れ、アートがひとをひきよせる。」をコンセプトに、立川シネマストリートとその周辺に住む地域

住民とアーティストの架け橋となることで、この場所をもう一度個性ある街へ変えていきたい。

2. TSUREKOMI不動産

具体的な事業内容は、私たちが発見した現在価値を無くしている場所や空間をアーティストに貸

し出し、アーティストはその場所でしか成立しないストリートアートを作成する「TSUREKOMI不動

産」を軸に展開していく。まずは、貸しビルやアパートなどのオーナーと交渉をして、金銭的な価値

の無い場所からキャンバスとしての価値を見出し、間借りをする。住む場所(水平面)ではなく、表

現する場所(垂直面、または空間)をアートの不動産として捉える。

3. TSUREKOMI ART FES.開催

「TSUREKOMI不動産」によって、街にストリートアートが散りばめ

られてくるのと同時に、シネマストリート発のアーティストの発生を

見込んでいる。アーティストが立川をアイデンティティとして持ち、

また興味のある住民を取り込むことで、立川の各地でワーク

ショップを展開していく。これらのアート資産を用いて、このシネ

マストリートでストリートアートによる、アートフェスティバル

「TSUREKOMI ART FESTIVAL」を開催することで、立川外の

人にもこの場所を知ってもらい、ここを目的として人が集まる

ような、ありそうでなかった個性的な街を実現する。

1.素人カフェとは

ハイスペックなキッチンを備えたフリーレンタルカフェスペース。料理サークルによるカフェ運営

と、時間貸しレンタルスペースから構成される。

2.素人カフェの狙い

立川にルーツを持たない立川の住人は、地域活動においてなかなか表にでてこないが、高学歴、

知的好奇心旺盛、自らのライフスタイル形成に意欲的などのポジティブな特徴も持っている。

　今まで埋もれていた人々の欲求を満たしながら地域の表舞台にたたせ、その他の人にもお店

の空間を貸し出し、地域の多くの人々が空間を共有することで、誰もが地域に根付き、地域を

使い、地域を楽しめるようにすることを目指す。

3.素人カフェのコンテンツ

・school cafe

「今まで表に出てこなかった人」のニーズに合った料理教室/サークルを組織し、サークル活動を

しつつその成果物をお店として提供してもらうカフェ。サークル運営費は全体のオーガナイザー

が負担し、サークルには無料で参加できるが、収益は素人カフェが得る。6サークルが月に２回、

合わせて週に3回の開店を目指す。素人カフェのidentityとなる核コンテンツ。

〈地域の食への安心を地域でサポート〉

都市農家の人手不足と地域に友達のいない若者。農業と情報ツール、相互の

得意を掛け合わせ、地域の食への安心を地域でサポートするコミュニティ構築

のためのプロジェクト。立川の農業の現状と地域のコミュニティ軽薄化の問題

を踏まえ、農トモという新たなコミュニティを構築するために農をエンターテイメ

ントとして表現し、若者が反応しやすい仕組みを提案する。

〈農トモの定義〉

マルシェをメディア化するなど、地域の食の安心をサポートするシステムを、若者

のエンターテイメントとしてすることで形成される、新しいコミュニティのカタチ。

〈マルシェ× メディア〉

農家は日頃それぞれの畑の近くで直売所を開いているが、それらの殆どが砂川

1.企画立案理由

立川は半数が地方出身者。住み始めた地方出身者は地域

に馴染んでいない、長く住んでいる人は地域に貢献したいと

考えている。そこで、両者が長く暮らすための企画を提案す

る。様々な特色を持った地方の出身者と交流を持ち、文化

を知れば、日本一周と同じくらい全国を満喫できる。

2.準備

運営は普段から同郷同士で飲み会を開催している県人会。

運営手伝いとして居住歴の長い地方出身者が文化や料理、

場所を提供。宣伝・企画の準備段階としてHPを利用(図

1)。パスポートも発行可。

3.4つのphaseを設け（図1）、phase1-3を月1回開催。

『1.旅行に行く仲間をみつけよう』

出身地別で飲み会を開催。同じ出身地で仲良くなってもらっ

たり、東京出身者は行ってみたい地方の飲み会に参加する。

場所はHPで募集している協賛社の店舗で行う。

『2.「47都道府県にありそうなもの」で皆でできる「何か」をし

・ rental kitchen

school café開店時以外の業態である、ハイスペクなキッチ

ンを備えた時間貸しレンタルスペース。利用目的は、個人で

開くカフェやバー、フリーマーケット、地域にあるサークルの

活動場所など、特に限定しない。家ではできない行為を実

現させ、なおかつ地域に開くことのできる場所となる。

school caféによって地域に埋もれていた人を表舞台にたた

せ、rental spaceによって自己実現とまちをつかうことを化

膿しに、個々の個性が日替わり、時間代わりでお店としてま

ちに現れる。地域の人の個性が空間に現れる場所が、この

素人カフェである。

郊外都市を賦活するプロジェクトの提案

農トモProject.

素人カフェ

ふるさとが作る家

4

（図1）

（図2）

【ターゲット間の関係図】

タチカワ日本エア旅行

付近に偏っており、駅周辺で買い

物をする若者は知る機会がない。

駅近くで定期的にマルシェを開き、

もっと若者の目に留まるように

Twitter やUstream などを使って、

メディア化する工夫をする。マル

シェを日常のエンターテイメントと

して表現することによって、若者が

メディアを通じて反応しやすい仕組

みとする。開催場所は都市のスキ

マ。具体的にデパートの屋上や空

き駐車場、都市の中の使われてい

ない場所を利用する。野菜の販売

と同時に、農家と若者が協力して

材料を集め料理を作る。野菜は

農家が提供し、足りない具材は若

者が集める。材料が集まり次第料

理し、一緒に食べる。目の前にい

る農家の人が作った野菜を、一緒

に食べるのは何よりの食の安心で

ある。運営者は常時Web を通じ

て立川農業の情報を集約し、情報

発信を行っていく。将来的に、マ

ルシェの参加者が賛同し、運営者

になることを期待している。

〈テーマ〉

「呼び寄せ高齢者」とは、高齢になり夫（妻）

に先立たれたなどの理由から住み慣れた故

郷を離れて、都会の子どものもとに移り住

んでいる高齢者のことをいう。現代都市で

は、呼び寄せ高齢者の問題として、子供へ

の負担、新たな環境への適用問題、地域社

会の変化などが挙げられる。今回はこの問

題を抱える立川市で解決策を提案する。

〈プロジェクトで目指すこと〉

①呼び寄せ高齢者が自立して暮らす場”

House”をつくる

②呼び寄せ高齢者のふるさと”Home”の魅力を再発見する

③呼び寄せ高齢者の力を活かす場をつくり、多世代同士をつなぐ

〈事業内容〉

1.呼び寄せ高齢者用共同住宅事業

同じ境遇の高齢者が集まって生活する場をつくる。時間軸により

ショートステイ、ロングステイなどを行う。

2. 不動産事業 /ふるさと持ち家活用事業

呼び寄せ高齢者のふるさとの持ち家を活用し、週単位で貸し出す

事業を行う。また、呼び寄せ高齢者自身に持ち家やふるさとの良

さをアピールしてもらい、若者をふるさとに呼び込むプログラムを

実施する。

3.ふるさと紹介事業

不動産屋の一角を、呼び寄せ高齢者自身がふるさとを切り口に自発的活

動を行えるスペースとして開放する。

ふるさと物産コーナー（ふるさとバイヤー）/地域交流コーナー（ふる

さとお話隊）/ ふるさとツアーの企画、地元小学生との交流など

〈期待できる効果〉

①呼び寄せ高齢者自身、自立した生活の選択が可能になる。

②ふるさとを題材としたプログラムにより、呼び寄せ高齢者とふるさ

とが立川に居ながらつながりを持つことができ、生きがいにつながる。

③地域との連携やジェネレーションミックスにより、シネマストリート

に新たなアクションが生まれる。

て「地方に何か」をもたらす” かを決めよう』

約10種類カードを用意し、組み合わせる

ワークショップに参加してもらう。当日不参

加でも、HP上で投票を行い企画に立ち会うことも可能（図2）。例えば「特

産品」「2つの県で合わせて」「新たな価値を生み出す」であれば、2つの

地方を合わせた新たな特産品決定戦となる。

『3.それぞれの旅行先で対抗戦をしよう』

2で決めた事を行い、群馬vs栃木などの小範囲から、四国vs中国地方の

ような大範囲、その地方では肩身が狭い県同士で集まり親近感を感じさ

せる等、様 な々組み合わせが可能。

『4.旅先にお礼をしよう』

皆で、2で決めた地方にもたらす「何か」を実行する。また個人として、興

味の持った地方にエアではなく実際に足を運んでみる。以上の様な流れ

で行うことで、東京出身者・地方出身者・立川・地方・県人会にそれぞ

れメリットが生まれるのである。



郊外都市の空間に関する調査 2
調査対象エリア 5

2012年前期の学域横断型授業では「郊外都市の空間に関する調査」と題して、立川市を

フィールドとした地域調査を行った。前半は昨年度に実施した高松町・曙町地区での住

民調査の分析を行うことで地域特性の概要をつかむと同時に、地域調査・社会調査の基

礎的なスキルの習得につとめた。後半では2グループに分かれ、それぞれの関心にもとづ

いて地域調査を実施した。当初はやや調査課題が曖昧な点も見うけられたが、調査を実

施していく過程でおのずと対象者やテーマの絞り込みがなされていったように思う。

前期の履修者は本学以外からの進学者も多く含まれ、学部時代の専攻も建築学、都市計

画学、地理学など多岐にわたっている。また2名の留学生も含まれていた。このように異

なるバックグラウンドを持つ学生たちは同じフィールドに一定期間関わり、ともにディスカッ

ションした経験から多くを学んだに違いない。特に、同じ対象地域がさまざまに異なる観

点からとらえられることに気づき、そこでの課題発見や取り組みの提案における方法論的

な多様性、それぞれの専門分野が持つ特性と相互協力の可能性に接したことが、個々の

学生たちの今後の研究や取り組みにおいて財産となっていくことを願っている。（山本薫子）

【総　評】
4つのゾーンのイメージをまとめるとゾーン１・２、３・４のそれぞれでスケール感に関する共通点が見られた。

ゾーン1と2ではどちらも道が細く入り組んだおもしろさや、小規模店舗の賑わいなどを感じる傾向がみられたが、２では掲示物や植栽の存在から親近感を抱くという点で違いが見られた。

ゾーン3と4では、どちらも直線的で広い道路や高層建築によるダイナミックな都市のスケール感が似ていると感じる人が多かった。

ゾーン3では空間の大きさに違和感を覚える傾向があったが、ゾーン4ではチェーン店等の見慣れたものがあることによって、どこにでもある空間と感じるようだった。

立川北口においてそこにある物（看板・ストリートファニチャー・お店）の配置位置や密度によって空間の印象が変わっているといえる。

今後、エリアごとの特徴を伸ばすには、そのエリアのもつ特有のスケール感を考慮しながら、物の配置や密度の操作を行って変化をつけることが必要である。

立川駅北口の商業エリアの特徴や印象、魅力となる要素を明らかにするため、被験者（20代の建築系の専攻の学生6名）に立川駅北口の地図を渡し、こちらが指定したルートを歩くなかで各ゾーンで印象に残ったものを写真に撮っ

てもらい、個別面接法によるヒアリング調査を行った。ゾーンは４カ所にわけた。いずれのゾーンも都市計画上で商業区域に分類されており、その中でも空間の質及び歴史的背景がそれぞれ異なった特徴のあるゾーンを選定した。

建築物を業態別に色分けした立川駅北口の地図を示し、ゾーンの特徴と被験者のルートを示す。

１、開業年
古布専門店はてな以外の3店舗は米軍基地があった頃に開業
し、今日まで経営を続けている。
２、客層
古布専門店はてなと友生堂時計店は専門性が高く、商店街の
近隣住民ではなく、外部からの人 を々対象としている。
３、経営方針
古布専門店はてなは配達をメインがメインであり、売上のほとん
どが配達による。
友生堂時計店では、口込みや常連客からの紹介、ネットなどの
情報から経営者の腕を聞きつけて、外部から来店する人もいる。
マルゴ洋品店は、売上を重視せず、生きがいとして経営している。
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物品販売 食料品販売

美容・理容

業種 時計販売・修理
開店年 1957年
営業時間 9:30～20:00

業種 洋服販売
開店年 1955年
営業時間 9:00～20:00

業種 古布販売
開店年 1996年
営業時間 11:00～18:00

業種 観賞魚販売
開店年 1975年
営業時間 10:00～19:00

業種 米穀販売
開店年 1931年
営業時間 9:00～19:00

業種 酒類販売
開店年 1975年
営業時間 9:00～20:00

業種 青果販売
開店年 1965年
営業時間 12:00～20:00

業種 和菓子製造小売
開店年 1928年
営業時間 8:30～19:00

業種 精肉販売
開店年 1980年（移転）
営業時間 13:30～19:30

業種 食肉卸売
開店年 1957年
営業時間 8:00～17:00

業種 理容業
開店年 1953年
営業時間 9:00～17:00

業種 美容
開店年 1989年
営業時間 9:00～17:00

業種 飲食店
開店年 2000年代前半
営業時間 ̶

業種 飲食店
開店年 2010年
営業時間 17:00～24:00

業種 飲食店
開店年 1990年代前半
営業時間 17:00～23:00

業種 熔接
開店年 1965年
営業時間 9:00～17:00

業種 （雑貨販売）
開店年 1928～2011年
営業時間 ̶

定休日 日曜日
階数 2階建て
店舗形態 店舗併

定休日 年中無休
階数 2階建て
店舗形態 店舗併

定休日 木曜日
階数 2階建て
店舗形態 店舗別

定休日 火曜日
階数 2階建て
店舗形態 店舗別

定休日 日曜日・祝日
階数 2階建て
店舗形態 店舗併

定休日 日曜日
階数 2階建て
店舗形態 店舗別

定休日 日曜日
階数 2階建て
店舗形態 店舗別

定休日 月曜日
階数 2階建て
店舗形態 店舗併

定休日 日曜日・祝日
階数 4階建て
店舗形態 店舗併

定休日 水・日曜日
階数 3階建て
店舗形態 店舗併

定休日 ̶
階数 2階建て
店舗形態 店舗併

定休日 火曜日
階数 1階建て
店舗形態 店舗別

定休日 ̶
階数 2階建て
店舗形態 店舗別

定休日 月曜日
階数 3階建て
店舗形態 店舗別

定休日 火曜日・祝日
階数 2階建て
店舗形態 店舗別

定休日 土・日・祝日
階数 2階建て
店舗形態 店舗併

定休日 ̶
階数 3階建て
店舗形態 店舗併

飲食店 その他

物品販売　4店 /44店
１、販売方法
配達をやっている店が多い。（保坂商会は配達のみで経営して
いる。）
また、園部肉店と砂川屋米店の2店舗は、配達と店頭両方をやっ
ている。いずれ店舗も売上のほとんどが配達による。
２，土地・建物所有形態
土地や建物を所有している店舗の特徴として、古くから経営し続
けていることが見受けられる。
３，居住地
経営者が店舗の上階に住んでいる場合が多い。
４、売上低下した理由
ダイエー出店の影響を直に受ける。

食料品販売　6店 /44店
１、開業年
いずれも昔から続く店舗。
２、客層
商店街が賑わっていた頃は、買い物に来たついでに通りがかりの
客が来ることも多かったが、賑わいが少なくなるにつれて、地域
の常連客や客の知り合いという客層に変化した。

美容・理容　4店 /44店
１、開業年
1990年以降に出店した店舗が多い。
２、居住地
テナント店が多く、経営者の居住地は別のところにある。
３、経営方針
夜間のみの営業時間にする店が多い。常連客が中心の店舗（たか
ちゃん）と駅の近くという立地を活かした店舗に分かれる。

飲食店　8店 /44店　（3店舗をヒアリング）

・１９９０年以降、新しい店舗が駅からの利便性を重視し、シネ
マ通りを出店する場所として選択

・これらの出店時期は、立川駅周辺にマンションが多く建てら
れ、利便性に惹かれる居住者が増加した時期と重なると推測
される

・客層として、もとからの地域住民も考えられるが、新規居住者
が想定され、彼らの存在がシネマ通りに出店する理由となっ
たのではないかと推測される

・商店街としての盛り上がりを必要としない

・利便性を重視した新規居住者のニーズに合致
・駅近ながら店舗数が減少傾向にあるシネマ通りに適合する
・商店街の一体感が弱まり、衰退に拍車がかかる怖れがある

駅近重視

・商店街の盛り上がりを必要としない業態    
・商店街の活動への関心も薄い

これから

・昔から経営している店舗が多く、地域の人とのつながりを重視している

・高齢の経営者が生きがいとして営業している店舗（キューピー理容、マルゴ洋品店）と売上を
配達によって賄い、店頭をコミュニケーションの場として営業している店舗（園部肉店）の２
グループに分けられる

・コミュニケーションの場、福祉の場としての商店街
・店舗経営者の大半が高齢で、楽しみ、生き甲斐としての営業できる

コミュニケーション重視

・高齢化進行によるコミュニケーションの場の重要性の高まり
・集合住宅が多く建ち、居住者の顔が見えない現状は不安である
・福祉の充実を望む声が挙っている
・採算度外視や閉店する可能性などの継続性が危うい

これから

・米軍撤退やダイエー出店の影響を受け、経営状況が厳しくなり、生計を維持するために配達を主な販売方
法としている店舗

・専門性の高い商品や技術を扱うことで、地域外の人を客層としている店舗
・昔からの食品販売店が現在まで残っている要因ではないか

・店頭を違った用途として活用（園部肉店の地域密着型の店頭販売）
・地域外の客層や外部とのネットワークを活かした店舗の在り方

配達重視

・商店街衰退に対応
・店頭外営業によって得られたものを活用

これから

駅近重視 コミュニケーション
重視

配達重視

園部肉店

たしろ

マルゴ用品店

キューピー理容
くろ兵衛

サムライキッチン

砂川屋米店
保坂商会
友生堂

はてな

ZONE1

ZONE2
ZONE3

ZONE4

立川駅北口業種別地図

商業施設

商業施設（飲食）

ホテル

商業施設（風俗）

オフィス

住居

医療機関

設定したゾーン

宗教施設

被験者が
散策するルート

被験者が
散策するルート
（※調査対象外）

駅に近い点や、駅前の目抜き通りから外れているという立
地性から、小規模の飲食店をはじめ、居酒屋やバー、風俗
店などの、表通りには立地しにくい業種の店舗が密集して
いるゾーンである。

ZONE
1

被験者の撮影した写真の要素別構成比

街路空間 
16％

外観 35％

内観 1%緑 0%

看板 26%

展示品 9%

SF 3%
自転車・車 5%

ゴミ 1% その他 4%

以前米軍関連施設や映画館など、「核」となる施設が存在
したことから風俗店やバーなどの店舗が密集し、繁栄した
地区であるが、「核」となる施設がなくなったため商店の撤
退が相次ぎ、商店街と定義することが難しくなったゾーン。

ZONE
2

被験者の撮影した写真の要素別構成比

展示品 31%

街路空間 6％

外観 15％

内観 10%

緑 15%

看板 17%

SF 1%

自転車・車 0%
ゴミ 0%

その他 5%
他のゾーンが自然発生的な商業区域であることとは対極
に、百貨店などの大型商業施設や業務ビルが計画的に配
置されたゾーンであり、他のゾーンが建物が密集しているが、
このゾーンは建築物との間が広く取られている。

ZONE
3

被験者の撮影した写真の要素別構成比

外観 12％

内観 5%

緑 2%

看板 1%

展示品 2%

SF 53%

自転車・車 5%
その他 1%

街路空間 
16％

このゾーンは金融機関や雑居ビルなどが整然と並んでおり、
ビルの低層階に商店や飲食店が入居した駅前立地型の商
業空間となっており、都市の顔となるゾーンである。

ZONE
4

被験者の撮影した写真の要素別構成比

外観 12％

緑 22%

看板 27%

展示品 5% SF 15%

自転車・車 0%
ゴミ 0%

その他 0%

街路空間 
19％

友生堂時計店 マルゴ洋品店 古布専門店 はてな 多摩水族館 （有）砂川屋米店 リカーおおくにや

飯田青果店 御菓子司 井筒屋 園部肉店 保坂商会 キューピー理容 ヘアメイクス たしろ

もつ焼き くろ兵衛 サムライキッチン たかちゃん 桑原兄弟製作所 かすみや

シネマ通り商店街における各店舗の変遷と現状　ー店舗経営者へのヒアリングを通してー

来街者を対象とした立川北口商業エリアのイメージ調査

各店舗の現状を分析して「駅近重視」「コミュニケーション重視」「配達重視」の
３つのカテゴリーにわけ、それぞれの「これから」を考えた。
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酒井博基　〈さかいひろき〉
株式会社リライト／ Creative Director

古澤大輔　〈ふるさわだいすけ〉
建築家、日本大学理工学部建築学科、
株式会社リライトデベロップメント

郊外都市賦活の方法論6
どんなイノベーティブなアイデアであっても、地域課題の解決に結びつ
けるためには、さまざまなレイヤーでの合意形成が必要となる。まずは
学生自身が、チーム内での合意形成を通じて、いかに合意形成プロセ
スを円滑化するかについて考える。
なお、チーム編成の段階で、意識的に特定テーマに強い課題意識を持
つメンバーを排除することで、感情的な議論となることを避けた。
また、チームとしての当授業におけるゴールは、面白いアイデアを捻り出
すことではなく、地域課題解決に向けたプロセスを学ぶ事とした。
まずはチーム内での議論をベースに、検討テーマを絞り込む。次に、リ
サーチを通じて解決すべき地域課題を抽出、競合調査などを踏まえ、
地域における活用可能なリソースを洗い出し、これらを有機的に紡ぐこ
とで課題解決手段を導き出す。
レビューにおいても講師からは論点の提示のみを行うこととし、短サイ
クルで議論、リサーチ、講師によるレビューを繰り返し実施することで、
議論の精度を高めた。

かっています。その現状を踏まえ、子育てを主に
行う女性の方が、短時間の仕事に出られる際、
子供を預ける事を想定します。しかし、夫婦だけ
で出かけたいときにどうしても子供を預けたい方
からの要望に対しても、「地域のおじいちゃん」と
いう立場の高齢者だと預けやすいのではないか
と考えています。

＜運営者のホスピタリティに関して＞
『運営者のホスピタリティはブランディングするこ
とが必要。預ける側の心理はどういうものになる
のか？』
→「自分のおじいちゃんに子供を預ける」ように、
サイトで知り合った高齢者に子供を安心して利
用してもらうことが理想です。
→WEBが認証システムとしてホスピタリティを保
証してくれるのではないか？

＜場所に関して＞
『どういう場所で行うかが重要。高齢者の家なら
空きスペースも多いのでは？』
→65歳以上の単身や夫婦の持ち家世帯は、4人
以上の持ち家世帯より一人当たりの床面積が大
きいというデータがあります。現在、使わなくなっ
ている部屋を子育てのために利用できるかもしれ
ません。
『日常的に関われる場所が必要である。そのため

にお金を利用者から取って良い。』
→もちろんそう考えています。基本は、高齢者へ
の報酬と運営費を子供を預ける保護者から支払
いから創出します。

＜高齢者が子育てを行う理由に関して＞
『おじいさん、おばあさんに何が出来るのか？』
→高齢者は時間を持て余している方が多く、また
ボランティア精神の高い方が多いです。また、お
じいさんは仕事、おばあさんは家事で培ってきた
ノウハウを持っています。
→おばあちゃんなら随分日常的なことがカバーで
きる

＜提案＞
『高齢者のアーキテクチャ化 』
高齢者がアーキテクチャとなることで、「安心の
保証」等、街の一つの要素になるような提案があ
れば、この提案の存在価値が上がるのではない
か？例えば、高齢者をあるアルゴリズムで街に配
置すること。
『様 な々分野との組み合わせで考える』
①サイト登録者の高齢者同士で組織をつくるの
はどうか？
②WEB上でのマッチングだけではなく、その組
織を含めた提案とするのはどうか？

合意形成論
寺孫屋（てらまごや）

～地域の高齢者と子供をつなぐ新しいカタチのソーシャル出会い系サイト～

立川しりとり
～街の楽しい発見の仕方～

既存計画論
～既存都市の構造を新しい解釈をすることによって生まれる
　実践的な計画手法の提案～

籾山真人　〈もみやままさと〉
株式会社リライト／代表取締役

チームに参加する条件はただひとつ、アイデアをペーパーに落とし込む
だけでなく、実践しながら地域課題解決の糸口を見出す、実践型リアル
プロジェクトと設定した。教室を飛び出し、自分たちのアイデアを実際
に地域の人に投げかけてみる。そこから発生したリアクションから得た
実感をもとに、アイデアを徐 に々ブラッシュアップするプロセスを学ぶ事
とした。当然、投げかけるアイデアによっては無反応となることも想定さ
れる。しかし無反応というのも、ひとつのリアルなリアクションとして受
け止めなければならない。リアクションを得るまでのプロジェクトに昇
華させることは簡単なことではないが、学生自身、こういった実感を肌
で感じながらプロジェクトに取り組む姿勢そのものが、地域課題解決の
アプローチにおいて重要であると考えた。最終的に、最初に設定した
「郊外都市における場の価値の再発見」というテーマのプロジェクトス
コープは狭まったものの、プロジェクトは実践され、地域の人からのリア
クションは得ることができた。課題終了後もこのプロジェクトは引き続
き実践される予定。

この企画は言葉には構造があるが、都市のほう
には構造が見当たらない。(門脇)」

「この企画は場所との関わりを捨ててでも易しさ
を取ったのだろう。ゲームの難易度が大事でしり
とりは絶妙だが、場所との関わりの話を出すと難
易度の設計が難しくなる。まずはハードルを下げ、
そこから場所との関わりに持っていく展開にでき
るとよい。(吉川)」

「難易度を下げれば参加者は増えそうだが、それ
は立川市民ではないゲストに対するイベントとな
る。問題意識から生まれた課題は、立川市民の
街に対する感度を上げることであり、問題設定と
使っている手法がずれている。(古澤)」

＜展開の仕方＞
「言葉ではなく都市にある物のつながりでゲーム
をしたら何が見えてくるのか。出てきたものを収
集して都市の構造が見えてくる方向になるとよ
い。(杉浦)。」

「例えば「街の中にある白いもの」等お題を与える
とよいのでは。都市の読み込みをするなら、言葉
も都市もどちらの構造も担保できる仕組みがほし
い。(門脇)」

「都市には一つの言葉でしか表現できない記号的
な要素（例：信号）と、非記号的要素があること
に留意してほしい。各要素がどういう位置関係に
あり、どう関係を保っているかで空間が決まり、そ
れをふまえて風景の価値を決めるべき。例えば賑
わっている町の要素の密度を分析して都市構造
をあぶりだせるかもしれない。そして、現段階で

はあくまでデータを集めるツールであり、今後集
めたデータを分析する宿題が残っている。(古澤)」

「我々の中でも実施にやってみた上でアイスブレイ
キングのツールとしての位置付けとしている。分
析は彼らが今後実行する楽しみである。(酒井)」

「探す道中で参加者がどれだけうろうろしていた
のか、GPSのログを取れると面白い。(饗庭)」

「それよりかは、脱地図化がこの企画のカギで
あって新しい種類の地図を作るという発想なの
かと思う。(杉浦)」

「連想ゲームにしたらマインドマップみたいに集落
的に形成されていき、色々遊べそう。また、イベ
ント的にやってもいいかもしれない。皆で楽しむっ
てことによって、イベントでも参加者の記憶の中
にしりとりで得られたイメージは共有され続ける。
(門脇)」

＜今後の課題＞
頂いたご意見から、今後は都市構造としりとりを
どう関連付けるかということが自分たちの中で課
題として挙がりました。課題に対して、本企画で
は立川市を対象にしましたが、今後は他の都市
でも実践し比較してみた場合どうなるのかを検討
していきたいと考えています。例えば複数の都市
で実践することにより、「しりとりのしやすい都市」
「しりとりのしにくい都市」というものが浮かび上
がってくるかもしれません。どのように応用したら
都市分析のツールとして発展できるのかという観
点も含めて、今後しりとりを続け、実践の場を広
げていきたいです。

アクションプランニング

＜都市構造を「融解」させる＞
杉浦先生の「『融解』がキーワードになるので
は？」というご意見から、「都市構造を融解させ
得る方法論としての既存計画論」についての議論
が行われた。「都市空間自体がオフィス化したり、
住居化したりしている。SOHO等では『住む』と
『働く』が解け合っている(杉浦)」。都市居住者に
目を向けると、都市に溢れる多種多様なサービ
ス、都市機能から必要なものだけを選択し、繋ぎ
合わせることで生活を成り立たせている。「住民
票が与えられるネットカフェも出てきている(吉
川)」というご意見からも、昨今話題に上がりがち
な、ネットカフェ難民の生活ではその傾向は顕著
であり、都市と住居の境界が極端に融解している
ことがわかる。
「既存の構築物に当初要求された機能から演繹
的に導き出された「かたち」の構造を読み取り、
そこに合致する新たな機能を遡及的に当てはめ
る手法が各提案に共通しており、その意味で、『既
存計画論』が適用された構築物は、杉浦先生の
仰るように機能は『融解』しているような様相を
呈する(門脇)」

3.11以降、都市・建築に関わる専門家が都市の将来像を打ち出す必
要性が高まる中、「計画」という言葉の重要性が再浮上している。
成熟した社会において必要となる計画とは、白紙からの計画という近代
的な手法ではなく、眼前にある都市或いはその背後にある社会構造と
いった目に見える／見えない既存の資産を最大限活用した計画である
ことに異論はないだろう。
そのような背景の中、既に存在する様々な事象を架橋し、統合的に論
ずる計画論として「既存計画論」という言葉を設定した。既に在るもの
を将来どのような既存として計画していくかという既存の計画である。
まず学生たちには都市のハード的な側面とその背後に横たわる目に見え
ない社会構造的な側面についてリサーチを行い、既存を活用したプロ
ジェクトの提案をストックしていく作業を行ってもらった。次のステップ
として計画対象として選定された地域に対して、複数のプロジェクトを適
切に関係付け、新しい地域性の発露を目論んだ計画の提案を行った。
既存の都市的資産を包括したプロジェクトを有機的に連携させること
が、冗長性の担保された柔軟な計画となるのではないか、という仮説に
基づく試みであったが、その有効性について引き続き議論を重ね、論の
精度を高めて行きたいと考えている。

「既存計画論は既存の都市構造を融解させるも
のだと思うが、『融解』させやすい都市構造とそう
でない都市構造があるはずだ。立川は都市構造
として、かなり厳しい。道路の軸が強い割には統
一されていないし、はっきりと性格の違う地区で
構成されている。はたして今回提案された既存
計画論で融解されたのかどうか？ (饗庭)」

＜ポストハウスについて＞
「都市の表層に貼付けるという共通点から、既存
プロジェクトなどのエッセンスが上手に捉え直さ
れている。住民票を置かせてもらえるネットカフェ
などから見て、居住の本質が住所であるという捉
え方からポストも興味深いが、前述の共通点か
ら見ると纏まりが悪いかもしれない。(吉川)」
・都市の「ウラ」と「オモテ」
「ウラに対してプロジェクトを展開すると、ウラが
オモテ化してしまい、ウラのよさが消えてしまうの
では？看板だとか、ポストだとかが貼付けられな
い良さが国立や自由が丘のウラにはある(吉川)」
「地図を使った脱地図化(吉川)」
「ウラがオモテ化すれば、その周辺に新たなウラ

が生まれる。焼き畑的にウラが移動していく(渋
谷→代官山→中目黒→山手通り)(門脇)」

＜今後の課題＞
「まとめ方にもう少し工夫が必要。軸の設定を活
かして、考え方をまとめる段階で体系化する必要
がある。『プロジェクト』の部分に提案とそうでな
いものが混同している(籾山)」というご意見や「方
法論に留まるのではなく、立川という不格好な都
市に対して、既存計画論を用いることで描ける
『未来像』を『ビフォーアフター』を提示してほし
かった(饗庭)」というご意見を頂いた。
様々なスケール、主体、速度のプロジェクトを、
ストック・体系化することが既存計画論の本来
の目的の一つであると考える。その中から計画
対象とする都市(今回なら立川)に合わせて数個
のプロジェクトをピックアップし適用するというこ
とが望ましい。プロジェクトのストック・体系化
のさらなる充実をさせていくことが今後の課題で
ある。

既存計画論
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2012年後期の学域横断型授業では、立川市をフィールドとして、

郊外都市を賦活する（課題を解決し、元気にすること）具体的なプロジェクトの企画立案を３つのユニットに分かれて行った。

建築や都市計画といった、具体的な空間計画ではなく、それを作り上げるプロセスも、アウトプットの形も異なるユニットが走ることになった。

寺孫屋
HP

①プロフィール登録

②希望の相手に依頼
15

60

100
［歳］

2055（平成67年）

男性女性

15

0

60

100
［歳］

2010（平成22年）

男性女性

人口ボリュームの変化
バランスが崩れる

31.3 : 68.7 49.5 : 50.5

2010年と2055年を比較した年齢別人口統計

寺孫屋の仕組み 寺孫屋の利用方法

元気な高齢者はたくさんいる。一方、余裕のない若者もたくさんいる。もし、そんな若者を高齢者が助
ける事ができたら、「素晴らしい人生の先輩」になれるのかもしれない。
テーマとしたのは、若者が高齢者を支えるという関係をひっくり返すことである。立川のような東京郊外
の高齢化率の平均は、現状は２３区内の平均よりも低いが高齢化のスピードは速く、今後２０年間で２３
区内の平均を上回ることも予想される。今後、高齢者を支えていく必要は増すが、若者だけが全てを負
担するのは難しいため、高齢者が若者を支えることが重要である。

【地域課題】
若者の現状は、特に子育てをする夫婦が地域の中で孤立したり、子育ての相談相手がいないことに不安
を感じたりする人も多い。共働き世帯が増えたことで、自分に代わって短時間子供を預けたりする場所
が不足し、待機児童が問題となっている。一方、高齢者の現状は、孫の世話や地域活動を生きがいとす
る割合が比較的多く、子供や孫に対する支出割合も大きい。また、立川の一部地域では高齢者の半数
以上が地域に貢献したいという意欲を持っている。

【リソース】
仕事を終えて、かつ孫の世話を生きがいにしている立川の健康な高齢者は、立川市内でおおよそ
1000人程度おり、リソースとみなせる。

【競合調査】
立川市ではファミリー・サポート・センターという、子育て支援の事業がある。これは、子育ての手助け
をして欲しい方 (依頼会員) 、子育てをお手伝いできる方 (援助会員) 、依頼もしたいけれどお手伝いも
できる方 (両会員) に会員として登録していただき地域でお互いに援助しあう事業である(事前登録制)。
こちらの事業で、高齢者が子育て支援を行うことは可能であるが、子供を預ける側としてはどんな人が
子供の世話をしているのか分からず不安な点も多い。

郊外都市には、誰にも使われていない『もったいない』スペースが多いことが、チームの共通認識として
挙げられました。そこで、「場所の価値の再発見」をテーマとして設定、先行事例の調査を行い、「一般
市民によって行われる」「継続的な」仕組みが不足していると分析し、それを満たす仕組みを考えていき
ました。一般市民をいかに巻き込み、モチベーションを維持していくかが問題となり、facebookを活用
した場所の記事の投稿・評価サイトという案から、twitter・スマートフォンを活用し、場所を題材とした
ゲームを行うことで、遊びながら街に関心をもってもらうという案に変わっていきました。そして2012
年1月14日、立川しりとりを実施しました。

【課題解決手法 ̶寺孫屋̶ 】
寺孫屋は高齢者と地域をつなぐ新たなソーシャル出会い系サイトである。このサイトを利用して高齢者
と子供、そしてその親である若者をマッチングさせる。

【寺孫屋の狙い】
今回の提案で重要なのは、高齢者と若者の子育てでの助け合い活動を通じて、周辺住民同士が関わる
きっかけをつくることである。地域内で社会貢献意欲の高い高齢者と子育てに困難な若者が孫を介して
協力する子育て施策のあたらしい形となる。

【高齢者と若者それぞれの役割】
① 出会い系サイトに登録し、高齢者は趣味・特技等、若者は子供の特徴等をHP上で公開する。
② HP上の情報をチェックし、お互いに、子供や自分の子供に合いそうな高齢者を見つける。
③ 面談し、お互いの相性を見て子育て契約を交わす。具体的な内容は各自で相談する。

子育て講座等のプログラムを修了して、孫育ての知識や技術があると認められた高齢者に登録してもらうこと
と、相手の顔が分かる１対１の丁寧な対応により、仕事と育児を両方やりたい若者に安心して利用してもらうこ
とができる。

共に子育て

登録している若者夫婦 登録している老人

支援者の選択 援助者の選択

WEB WEB

寺孫屋
あなたはおじいちゃん(おばあちゃん)ですか、

それともお孫さんですか？

おじいちゃん(おばあちゃん)

お孫さん

→初めての方(登録)

地域のネットワークをつくる

③面談・相談
高齢者と若者と子供が面談し、高齢者と子供の相性を確認する。
また、どのような保育を行って欲しいか相談する。

＜街を見る目を養うゲーム＞ ＜立川しりとりのルール＞

4. 立川しりとり参加者の反応

３. 立川しりとりのルール

2. 立川しりとりが目指すもの

1. 立川しりとりをすると・・・場所の細部が見えてくる

① 街に出て、お題
となっている頭文
字を使って表現で
きる風景や要素を
探す。

② GPS機 能 付 き
携帯電話（スマート
フォン等）による都
市要素の写真撮影。

立川の特徴を発見・共有し、街に
対する見方を変えるための手段とし
て、立川で撮った写真を名前付きで
Twitterに投稿し、つぶやきをつなぐ
ゲーム「立川しりとり」を提案します。

③ 写真に名前を付
ける。

④ Twitterで、写
真の名前とハッシュ
タグ（＃立川しりと
り）を入力し、位置
情報と写真を付加
してつぶやく。

＜ビジョン＞

＜フローと今回取り組んだこと＞

オーバースケールで画一的に見える郊外都市。しかし、個性や固有の魅力は存在しているはず。それを
市民が見つけ、活用していくことで、街は魅力的になるはず！！

＜プレイヤーの感想＞

2012年1月14日、8人のプレイヤーで街を歩きました。
立川の小さな魅力を発見し、つないで行く「立川しりとり」
あなたのお気に入りの風景を、一緒につぶやいてみませんか？

@tchkw_shiritori

＜集まった写真＞

▲詳しくはこちら！！

他にもたくさんの写真が集まりました。

?
一般案内所 穂高町観光案内所 もんじゃ焼き案内所 風俗案内所 秋葉原無料案内所

ex.案内所

＜既存の交番の特徴＞
・どの街にもよく見える
・日本の交番はデザインされている
・自由な立地
既存の交番に何かを加えるにより、
既存都市を新しく読み変えることができる。

シネマ通り商店街

展示 IKEA
room

収納 倉庫

住宅の収納捨てられないもの IKEAの倉庫

計画１　収納＋ウラ立川＋ＩＫＥＡ 計画２　シーン＋交番＋ポスト＋看板

使われていない既存の空間を有効活用することでモノとの出会いや
新たな交流が生まれる。

シネマ通り商店街の空き店舗に若者の所有物、高齢者の捨てられな
いモノ、ＩＫＥＡの倉庫空間が挿入される。

KOBAN

シネマ
シネマ

KOBAN

交番 ポスト 看板

シーンの編集

KOBAN

ポストハウスによって、貴重
な「ステイタス」を得ること
で対人関係が円滑化するの
では？

Webアドレス上でも、日
本を意味する「.jp」は安心
感を与えることがある

「住所」は家や会社が「何処
にあるか」というステイタ
スであり、ビジネスや普段
の対人関係において大き
な影響を与える。

住生活のアウトソーシング化

住所の象徴としてのポストだけが残る

「TOKYO STYLE」:都築響一

住生活が都市へとアウトソーシング
化した現代の住宅は、「倉庫」と化し、
モノで溢れかえる。
居住者の自己の集積である所有物
を、外に対して開くことで、新たなコ
ミュニケーションを生み出す。

Project 1　 「ウラ立川」を見つける Project 2　IKEAと商店街の共存計画 Project 3   シーンの編集 Project 4　 収納による自己発信

Project 5　 ポストハウス Project 6　 「看板」で都市の再記述 Project 7　 「交番」の新たな活用 プロジェクトの連携 → 計画 プロジェクトの連携 → 計画

＜軸の選定＞
都市計画とまちづくりの
架橋としての軸となる「大
衆」「個人」、「ソフト」「ハー
ド」という四つの軸を設定
し、各領域のプロジェクト
を有機的に連携する。

＜目的＞
都市計画とまちづくりといった、トップダウン的方法とボトムアップ的
の架橋となる柔軟な計画を提案する。

＜方法＞
既存を利用した様々なプロジェクトを立ち上げ、それらを有機的に連
携することで既存の地域に新たな地域性を与える計画をする。

大衆

個人

ハードソフト

project

有機的な連携

様々な都市の「ウラ」の成立条件
＜国立＞
・路地や建物のノスタルジックな雰囲気
・古い建物の再利用
＜原宿＞
・オモテと同業種でありながら差異化する
＜代官山＞
・影響力のある存在が先頭に立って飛び出す
・機能複合密度が高い施設の存在

「シネマ通り商店街」
・ノスタルジックな雰囲気

・空き店舗が多い
・東京うぇっさいという先駆者の存在

・機能複合密度が高い
↓

良質な「ウラ」となる

ショールーム

倉庫

IKEA

空き店舗

シネマ通り

ショールーム

ショールーム

店舗面積の拡大

倉庫

活性化

出店が予定されているIKEAの一階倉庫部分をシネマ通り商店街の
空き店舗に挿入することで、双方にメリットを生み出す。

フィルドワーク実験

街区を変更することはできないが、シーンを編集することでそれと同
等の効果を得ることが期待できると考え、地図的にいじるよりもシー
ンを開発することで新たな地域性を創出する。

人間は「シーンの連続」で街を認識

＜吉祥寺＞
シーンで認識
＝歩きたくなる

＜国立＞
地図で認識
＝歩きたいと思わない

看板の点的な開発で都市のイメージを変えていくことができる。

「交番」＋「ポスト」
不在時に届いた荷物も安心して預けられる

「交番」＋「看板」
通常建てられない立地に看板を設置することによって印象的になる

↓
その印象的な建築が町に散在することによって

全体でシーンを形成する。

エイチエムブ イクラウドカフ ェリビン グシネマ通 り

さりげない物も気に
なって、看板とかの
小さな文字にも注
目するようになった。

探すのに夢中にな
ってしまい、しりと
りであることを忘れ
てしまった。

立川に住んでいる
けど、つぶやきは知
らない写真ばかり
で立川は色々ある
んだな、と思った。

市民の街を見る感度が上がる 街が使われ、魅力的になる場所の価値の再発見、
価値付けが行われる

ここに着目し、
そのための遊びを考案！

学域、専門分野を横断するということは、課題解決のアプローチの多様性をいかに経験するか、ということになる。

３つのユニットは異なるバックグラウンドを持つ３人の講師が受け持ち、それぞれ独自の課題設定とアプローチを組

み立て、そこに専門分野が異なる学生が入る、というメタな横断性を持つことになった。学生たちが時に立川で、

時に都心で講師と密な会合を持ち、郊外でのフールドワークを重ね、網羅的なものではなく、郊外の持つ様々な問

題に異なる方角から光を当て、それぞれが論争的な、ユニークな成果をあげることができた。結果として、それは、

郊外都市の目に見えない多様性をあらわしているように思う。（饗庭伸）

この議論は2012年1月16日に行われた学域横断型講義の最終発表会で行われた議論をまとめたものである。
発表会には講師の他、杉浦芳夫（地理環境科学域　都市環境学部長）吉川徹（建築学域）が参加した。

＜しりとりの可能性を追求する＞
「一般市民の都市空間に対する発見・発信に対
するモチベーションとして「ゲーム感覚」に目をつ
けたのが良い。この手の取り組みはくだらないよ
うなモチベーションが必要。
そして、しりとりというツールは人が増えないもの。
細く長いあるツールを選んだからこそ、メリットや
可能性を十分に議論して運用していくことが大
事。(吉川)」

「本来のしりとりの楽しみ方は何なのか、もう一度
深く考えてほしい。 (杉浦)。」

「しりとりということもあり継続性のあるものにし
たいが、今回は実験だったので参加人数が少な
くなってしまった。一日のつぶやきが少なくても、
細く長く続いて参加者がどんどん増えて行くよう
にしたい。(井上)。」

＜つぶやきの評価の仕方＞
「つぶやきの評価の方法はどう考えているのか。
審査員が何人かついて評価を下すのか、評価自
体をこの仕組みの中に入れるのか。(吉川)」

「評価はツイッタ―でもハッシュタグでの言葉遊
びが存在する。○○あるあるやうまいこといった
奴が優勝等。RT・お気に入り登録数で評価す
る動きがあり参考にしたい。(井上)」

＜ゲームのしやすさを取るか、都市分析の視点を
取るか。＞
「トポスという都市空間に円周率の数字をあては
める古代の記憶術のように、言語空間と都市空
間の相性はよく、古くから存在している。しかし

提案に対する議論と今後にむけて

「発表時に交わされた議論をまとめたテクスト」

＜エリア設定に関して＞
『どのくらいのエリアを想定しているのか？』
→WEBサービス登録者は立川市内を限定にし
たい思います。

＜高齢者の信頼性に関して＞
『ベビーシッターのようなものか？』
→ベビーシッターとしての役割もあります。しかし、
登録者同士の合意があれば、それ以外の教育や
娯楽等を高齢者と子供の間で行うこともできま
す。また、高齢者と子供のマッチングをネット上
で行うため、より適切な人材配置が可能です。
『自分の子供をあやす時にどのくらいの人（信用
感）なら良いか？』
→最低限子育ての知識のある方なら預けてても
いいのではないかと思っています。高齢
者に対しては子育て講座を受講してもらい、子育
てに関する知識やノウハウを身に付けてもらう事
で預ける子供の親の信用感を得ます。

＜子供を預けるシーンに関して＞
『夫婦が出かけたいときに預けるのでは？』
→基本的にターゲットは、共働きの夫婦です。
また、女性の方の仕事形態としては、
パート等のフルタイムではないものが多い事が分



2012年度前期授業では4班に分かれ、多摩都市モノレール

沿線とその周辺を対象に、現代の郊外都市の実相とそこでの

地域課題について明らかにするためのフィールドワークを行っ

た。対象地域は豊田（日野市）での高齢者の買い物支援、高

幡不動（同）での地域社会と宗教施設との関係、上北台（東

大和市）でのモノレール開通にともなう人口増と景観変化、

高松（立川市）での自転車の駐輪場所をめぐる問題である。

それぞれ個別のテーマ、異なる地域での調査ではあったが、

結果的に現代の郊外都市における住民構成の変化が住民の

生活課題に及ぼす影響を消費、交通インフラなどの観点から

切り取るものとなった。いずれも今日の郊外都市の課題をと

らえる上で興味深く、また重要な論点を含んだテーマである。

履修者は都市環境科学研究科内の計4学域から参加し、まさ

に学域横断的なメンバー構成であった。そのため、各テーマ

へのアプローチも個々の学生がこれまでに学んできた学問領

域にそった枠組み設定、調査法によって進められ、非常に学

際的なものとなった。郊外都市を歩き、地域社会の実態・課

題の把握を進めながら地域調査のスキルを修得したことも授

業全体の成果として挙げられる。（山本薫子）

郊 外 都 市 の
空 間 に 関 す る
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多摩モノレール立川市管轄の自転車放置問題について 
- 高松駅・砂川七番駅を対象として -

郊外都市における寺社についての利用者の活用方法について 
- 高幡不動尊を事例に -

景観からみる街の変遷

この研究では高松駅、砂川七番駅での自転車放置問題について現

地での集計調査、立川市へのヒヤリング調査を実施し、実態把握と

自治体の対応に関する考察を行った。多くの自転車は通勤、通学の

ために用いられており、立川市は指導員を配置するなどの対策をとっ

ているが、車道へのはみ出し等など安全面での課題も残っている。

高幡不動尊の来訪者に関する実態調査を実施し、郊外における寺社の利用状況、役割につい

て考察した。調査では、近隣住民や観光客が散歩や鑑賞を楽しんでいること、年代や目的によっ

て好んで利用する場所が異なっていることがわかった。特に、五重塔周辺は年代を問わず来訪

者があり、寺社の象徴としての機能も果たしている。

この研究では、多摩都市モノレール上北台駅の開業（1998年）が周辺地域の景観変化にどのような影響を及ぼしたか、土地利用状

況の変化を中心に分析を行った。土地利用状況および写真分析の手法を用いることで、駅建設•開業にともなって駅前ロータリーの

整備、集合住宅の建設が進められていったことが明らかになった。

この研究では、日野市の豊田商店会が行っている商店街型宅配サービスについて調査し、高齢者も多い郊外住宅地での「買い物弱者」に関する実態と

課題の把握を行った。分析では、ネットスーパーやチェーン店、個人商店などがそれぞれ行っている宅配の長所短所を調べ、商店街による宅配サービス

の特徴や利点、課題を明らかにした。

都市郊外における買い物環境に関する研究 
- 豊田商店会を事例とした商店街型宅配サービスの可能性 -

時間帯ごとの特徴を調べた
増加期　05:30 ～10:30　　停滞期　10:30 ～ 17:30　　減少期　17:30 ～ 21:30　

「通行」に着目する
・歩行環境の悪化　・身体障害者の通行の妨げ　・各種車両の通行の妨げ

【駅前放置自転車数の推移】

【砂川七番駅前の放置自転車の実態】

【宅配サービスの分類】

【多摩都市モノレール上北台駅周辺】

【土地利用状況】
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増加期 停滞期 減少期

増加期／指導員整備 増加期／整備後 停滞期／近隣住民による
整備作業

停滞期／車両通行
スペースをふさぐ

減少期／車道にはみ出し
そうな自転車

減少期／無理やり
取り出され倒された自転車

増加期
05:30～10:30

停滞期
10:30～17:30

減少期
17:30～21:30

乱雑な駐輪

指導員の整備

点字ブロックの妨害

駐輪時に歩道をふさぐ

入り口近くから止める

近隣住民の整備作業

障害物の解消

歩道空間を狭める・
車両の出入りをふさぐ

店前に止める

無理やりの取り出し
周囲の自転車を倒す

取りだす時に
車道側へ出る

取りだす時に
歩者とぶつかる

自転車が車道側へ倒れる

点字ブロックの妨害

問題の発生

凡例

問題の解決

行動

イオンネットスーパー
ヨーカドーネットスーパー

生協個別宅配 etc...

大手資本

スーパー

「ネットスーパー」利用の場合

「個人商店」利用の場合

「商店街型宅配サービス」利用の場合

●●商店街

取
扱
商
品

総
合
的（
多
）

取
扱
商
品

専
門
的（
少
）

個人商店

インターネットや注文書など
一度に様々な商品をまとめて注文可能
広い配達エリア

商店街型宅配サービス

チェーン店レストラン
セブンミール

etc...

電話・インターネットなど
食料品が中心

個人商店

メリット　
【サービスの質いい】
【利用者の手間が少ない】 
きめ細やかなサービス。
商店加盟店での購入で
スピーディーな対応。
配達側もどこで購入すべきか
判断できる。

【地域コミュニティの形成】 
福祉的側面で地域住民同士の
交流が増え、高齢者の見守りの
役目も果たす。

【商店街の活性化につながる】 
衰退している商店街を
もり立てるのに一役。

デメリット　
【購入先の商品を把握しきれていない】
電話注文が主な利用法であるが、
利用者の意図通りに購入者

（宅配人）の商品の受注或いは
選択をすることが難しい。

【運営コスト】
良心的なサービス内容だが、
運営コストに見合わない。
宅配サービスとして採算が取れない
可能性が懸念。

電話などきめ細やかなサービス
地域コミュニティに根ざした経営
各店舗ごとに直接注文

ネットスーパー 利用者 利用者 仲介組織

リストによる注文

宅配

お肉・電池

利用者
個人商店

個人商店

個人商店

お肉

電池

個人商店

個人商店

個人商店

お肉

電池

・参拝行動とともに、施設の「鑑賞」活動も合わせて
   行っている傾向にある。

【活動内容】

鑑賞59% 散歩32%

写真9%

D. 稲荷社等近辺

歓談9%

飲食
4%

・「鑑賞」活動が最も高い傾向を示す。

【活動内容】

鑑賞45% 散歩36%

写真7%

C. 奥殿付近
写生
３%

・緑地が多く、「散歩」や「写真」、「鑑賞」活動傾向が高い。

【活動内容】

散歩64% 写真22% 鑑賞17%

E. 大日堂付近

・参拝とともに「鑑賞」活動が多いが、
   不動堂で行われる祈祷に耳を澄ませる利用者もいた。

【活動内容】

鑑賞46% 散歩21% 休憩
15%

歓談
7%

B. 五重塔近辺
読書
2%

写真
7%

休憩
6%

読書4%

歓談
３%

写生
2%

・「散歩」や「観賞」活動傾向が高い。
・水辺に利用者は集まる傾向があると考える。

【活動内容】

散歩37% 鑑賞33% 写真
15%

歓談4%

A. 弁天堂付近

飲食
7%

休憩
4%

年配者の学び場機能
第一次的参拝拠点機能 親子連れの公園的機能

憩いの親水機能

年配者の散歩出入口機能

第二次的参拝拠点機能

すべての世代の象徴的機能

憩いの親緑機能

年配者の休憩・創作拠点機能

ロータリー内や駅周辺の空き地に多くの商業施設が立地している。

モノレールの高架を挟んで集合住宅などの建設が多く見られる。

商業施設が大手飲食チェーンとなり空地部分に車販売点が立地している。

依然として残る建物や運営主体の入れ替えが見られる。また、工場の建設も見られる。

ロータリーが整備され、集合住宅の建設がなされている。

平成5年3月16日

平成9年度 平成19年度

B

C

E

A

D

平成9年度 平成19年度

現　在

平成2年4月4日 現　在

平成4年11月13日 現　在

平成3年6月13日 現　在

平成4年11月13日 現　在

建物用途

1階 2階 3階 4階以上

オフィス 商業専用 商業＋住居 戸建 集合住宅 工場

祈願所
受付

弁天堂

降魔殿

仁王門

宝輪閣

不動尊

五重塔

奥殿

大日堂

稲荷社
五輪堂

聖天堂 大師堂

W.C

総門休憩室

休憩所・
喫煙所

休憩所

喫煙所



既存計画論

既存計画論とは白紙からの計画という近代的な手法ではなく、眼前にある都市あるいはその背後にある社会構造

といった、眼に見える／見えな既存の文脈を最大限活用した計画のことである。国分寺駅周辺の都市計画道路、

空地、駅ビルなどの既存の文脈を実態調査に基づいて発見し、それらをよりよく活用していくための提案を行った。

具体的には12の文脈を発見し、それを使った9つのプロジェクトを考案し、それらを束ねた3つの計画を提案した。

【本企画のねらい】
　やりたい事が見つかっていない定年退職者にハッピーなセカンドライフを送ってもらうため、人生にお
ける「やりたい事」「実現の場」を見つけてもらう。

【背景】
　高齢化社会である日本において、総人口に占める６５歳以上の人口の割合は年々増加しているにも
関わらず、少なくない割合の高齢者（定年退職者）が「やりたいこと」を見つけられていない現状がある。
その原因として、「やりたい事が分からない」「実現する場を見つけられていない（アクセスできていない）」
等が考えられる。
　また、高齢者による相互扶助組織である老人クラブ・サークルは、近年会員数の減少や会員の高齢
化が進行しており、組織のメンバーの健全な新陳代謝が機能していない状態にある。その要因として、
活動内容の周知の不足などがあげられる。

【企画目的・内容】
　定年退職者が「やりたいこと」「実現の場」を見つけるための、体験型「新歓」ワークショップイベント
を開催する。
　毎年４月下旬の一週間を「フレッシュシニア新歓week」期間として設定し、多摩地域の各老人クラブ
やサークルなどによる定年退職者を対象とした体験型ワークショップを開催する。体験型という形式を
とり事で、定年退職者は思いもよらぬ様々なアクティビティやその具体的な内容を知ってもらう事を目的
とする。加えて、「実現の場」である各サークルの活動の雰囲気も感じる事ができ、「クラブに馴染めるか」
「どんな人がいるか」といった不安を解消できる。
　クラブ・サークル側は、「発表の場」「発信の場」として新歓weekを位置づけ、さらに体験型ワーク
ショップの企画・準備を通してメンバー間の親睦を図る事を目的とする。
　ワークショップは、「春の楽市」内での出張体験型のものと、各団体の活動場所での現地体験型のも
のの２種類を行う。

【運営・実施方法】
　各団体の代表者によって運営委員会を組織し、新会員を募集している団体を中心に「新歓week」へ
の参加を促す。

【主催者】
　市の生活支援事業・福祉事業として位置づけ、市民活動センター立川が主体として行う。

【出張体験型WS】
　活動が比較的場所を選ばず行う事が可能なクラブ・サークルによる、定年退職者を対象とした体験
型ワークショップ。複数団体が一カ所に集まって各種WSを開催する事により、定年退職者は想定して
いなかったアクティビティのクラブ・サークルに出会う事ができ、やりたい事の選択肢を広げることを目
的とする。また、「春の楽市」と同時開催する事で、地域住民にも活動内容の宣伝や体験型ワークショッ
プによって、高齢者活動への理解を深めてもらい、高齢者がいきいきと活動できる地域環境づくりを推
進する。

日時：2013年4月21日( 土)・22日（日）　午前10時～午後4時
場所：国営昭和記念公園 みどりの文化ゾーン　※春の楽市と合わせて開催を予定
参加団体・ワークショップの例：
町田ゲートボールサークル ウエスタン 「はじめてのゲートボール講座」
同時に現地体験型WSを行う団体のパネル展示などを行い、参加希望者の募集も行う。

【現地体験型WS】
　活動が特定の場所でしか行えないクラブ・サークルによる、定年退職者を対象とした体験型ワーク
ショップ。実際に各団体の活動している場所でアクティビティを体験する事によって、メディア媒体や口
コミでは分からない様々なアクティビティの奥深さや楽しさを感じてもらい、やりたい事や活動の場の選
択の際の判断材料としてもらう事を目的とする。

日時：2013年4月23日（月）～ 29日（日）
場所：各団体・ワークショップ内容による。
参加団体・ワークショップの例：
立川山岳会 「初めての登山～高尾山を登ってみよう～」
ひごダイビングチーム（多摩地区のスキューバダイビングクラブ） 「海に潜ってみよう＠江ノ島」

【3つの計画】

【9つのプロジェクト】

【地域活動団体の位置づけと評価】【地域活動から生まれるイメージの好循環】

組
織
力

高

低
公共性プライベート パブリック

個人主体

NPO

行政
（市民団体）

企業
（CSR）

イメージアップに繋がる「小さな魅力を生み出すこと」
は個人主体の地域活動に一番可能性を感じる。

住みたい街ランキングから
考える街づくりアクション

【個人主体の地域活動団体の課題と、サポートするクラウドカフェへの提案】

NPO・企業などに比べて寄付金が
受けにくく、資金が少ない

情報発信力が乏しい

理解してくれる人があまりいない

利用者が低賃金で気軽に
活動拠点スペースを持てる。
クラウドカフェ：12,000円／日
レンタルA（外苑前）：34,200円／ 3時間

東京ウェッサイ（ラジオ）との連携による
情報発信の場を提供している。

あおぞらガーデン（立川ルミネ）等との
連携により、活動を支持してくれる人
との出会いの場を提供している。

災害 学校 地形 公園 駐車場 都市計画

Y字路 商業 駅前 空地 イベント 狭小道路

01【都市計画道路】

発見

提案

幹線道路の国分寺街道は拡幅予定のままであり、「渋
滞の発生」、「歩車分離が行われていない」などの問題
が発生している。

拡幅予定部分の暫定的利用。（仮設建築、広場などの公共の空間）
・出店希望者に対して、ハードに対するハードルが下がる
・その場、空間の使い方の幅が広がる

主体 建築家、アーティスト：企画・計画
行政：条例などにより誘導規制

07【狭小道路】

発見

提案

地域に狭小道路が数多く存在し、緊急車両が進入する
ことができないなど、防災上の脆弱性がある。

ある程度の間隔で点在する自動販売機やゴミ捨て場に防災装置を付属。
・防災装置（消火器などの防災工具）、ライフラインの補填
・災害が起こった際に、地域住民が助け合って活動を行う

08【階段プロジェクト】

発見

提案

国分寺崖線が通っていることによって高低差が激しく多
くの階段が存在し、高齢者がそのまま使うには難がある。

国分寺に点在している階段を休憩スペース付の階段に変える。
・階段のレベル差の解消という機能だけでなく、
   留まって休憩するという機能を加える。

主体 建築家：デザイン主体 民間（セコム、コカ・コーラ）：設置、管理

09【バスアナウンス】

発見

提案

バスアナウンスは地域のコアな情報を持つが、結局情
報をうまく伝えることができていない。

アナウンスをバス会社ではなく、お店の人が行う。（看板娘や頑固親父）
同時に、車内に液晶モニター映像を導入し、アナウンスと同時に流す。

主体

06【Y字路利用】

発見

提案

国分寺駅の南側は地形の影響もありY字路が点在して
いる。地域（商業系、住宅系）によって使われ方が異なる。

地域のネットワークの拠点となるような場を作る。
駅前：コミュニティカフェ ／ 住宅地：イベントスペース
・Y字路という地域の目印となる場所で、拠点的活動が可能

主体 行政：土地借用
地域の学生、NPO団体：利用

04【スクールゾーン】

発見

提案

地域一帯にスクールゾーンに設定されている道路が多
く、それが面的に広がっている。また、子どもの遊び場
が少ない。

既存のスクールゾーンを下校時間帯にも設定。
帰り道を広場化。（歩行者天国）
・こどもが下校時に帰りながら遊ぶことができる。

主体 行政（or 警察署）：スクールゾーンの時間指定

05【駐車場】

発見

提案

街に点在する駐車場の潜在的可能性。

一区画を市が駐車場管理会社から借りる。（or 買う）
その部分を多目的広場として移動販売車や住民にレンタルする。
・建物を建てることなく、駐車場とは別の機能を埋め込むことが可能

主体 行政：駐車場借用（買い取り）
住民、営業者：利用

バス会社：募集
営業者：応募、アナウンス

03【駅ビル（マルイ）プロジェクト】

発見

提案

本来、大型商業施設は外部からの集客を見込むが、国
分寺駅においては施設を利用する客層はほとんどが近
隣住民である。

マルイに市民のためのプログラムを入れる。
・駅ビルマルイの位置づけが、外から人を呼び込むための
   商業施設から、国分寺市民のためのものとなる

主体 マルイ：スペース貸与

02【再開発によってできた空地の活用】

発見

提案

国分寺市によって国分寺駅北口再開発が行われてい
る。再開発用地として暫定的に使われていない大きな
空地が存在する。

都市の空地の壁面を利用してパブリックビューイングを行う。
・使われていない空間を、イベントで人を呼び込むことによって
   暫定的に使用する

主体 行政：イベントの企画、スクリーンの貸与

計画 Ⅰ

・駅前のパチンコ屋のディスプレイを使い、パブリックビューイングを楽しむ
・パブリックビューイングを見るために駅の階段は劇場の座席のように
・駅ビル（マルイ）でパブリックビューイングを行うことによって、
   国民的大規模イベントの感動を国分寺駅で国分寺市民の内で共有する

主体の連携

行政：イベントの企画、
　　　スクリーンの貸与
マルイ：スペースの貸与
建築家：階段のデザイン

主体の連携

行政（or 警察署）：スクールゾーンの時間指定
行政：駐車場借用（買い取り）
民間：設置、管理

主体の連携

建築家、アーティスト：企画・計画
行政：条例などにより誘導規制
バス会社：バスアナウンス

行政：土地借用
地域の学生、NPO団体：利用
バス会社：バスアナウンス

計画 Ⅱ

・地域のコアな情報を発信するバス会社は、店舗などの
   オープニングイベントを後押しする役割を果たす

計画 Ⅲ

・道路や駐車場といった学校ではない場所が新しい教育の場になる
   ex.）学童、移動図書館、地域の防災訓練

既存 仮設

既存 既存 既存

既存道路

都市計画
道路拡幅
部分仮設 仮設 広場

国分寺街道 パブリックビューイング （イメージ）

市内スクールゾーン指定エリア

再開発イメージ 北口から見たマルイ

外階段を
テラス席に

市民広場に

屋上を
市民広場に

公共施設

駐車場の移動販売 （イメージ）駅周辺 駐車場分布図 商業エリア 住宅地

狭小道路 内容、規格、料金を指定し応募。バス内に掲載、応募者自身がアナウンス

マルイ

学童

移動図書館

道路拡幅

Y字路

仮設の新店舗出店
地域の情報として
バス会社がアナウンス

真剣 60代  多摩り場  - フレッシュシニアと老人クラブのマッチングサービス -

多摩地域では高齢化が進んでいるが、60歳代にはまだまだ健康で「元気高齢者」と呼ばれる人 も々多いことから、定年退職者の生きがいづくりに関する提案を行っ

た。すでに多くのイベントが各地で実施されているが、一人では参加しづらい高齢者も多い。このため、より多くの人 を々巻き込む「新歓」ワークショップを提案した。

立川市に注目し、町内会やボランティ

ア団体だけでなく、その地域に関わ

る団体を広く「地域活動団体」ととら

え、それらの連携を通じた地域活性

化のあり方について検討を行った。

そして、「住みたい街」として立川が

選ばれるためのイメージアップのため

に地域活動の役割は大きく、また情

報発信も重要であると考えた。

地域活動をサポートし、立川が選ばれる街を目指すプロジェクト -住みたい街ランキングを用いて -

個人主体の地域活動団体の課題 クラウドカフェの現在のサポート

地域活動団体の活動報告
2012年の活動／2013年の抱負

ディスカッション
“立川が選ばれる街になるためには”

プレゼンの発表
・選ばれる街になるには？
・立川のこれからの可能性
・郊外都市の今後について

活動を評価する
認めあう場

活動の客観視としての
見つめなおす場

活動を俯瞰してみる
視座を高める場

追加するサポート ワークショップ

+

個人主体 ◎ ◎ ◎

△ ◎ ○

△ ○ △

◎ △ ○

NPO

企業

行政

小回りが利く テーマ性がある 合意形成が
取りやすい

空き家・空き
店舗の増加

空き家・空き
店舗の活用

人口の転入
（社会増）

地域の
魅力発信

街に活気が
戻ってくる

地域活動の
活発化

地域活動

ヒト・モノ・コトが活発
になれば行政サービス
等も充実し、街が住み
やすくなる。

2012年後期授業では、フィールドを東京の西郊を対象にして、郊外都市を賦活する（課題を解

決し、元気にすること）具体的なプロジェクトの企画立案を３つのユニットに分かれて行った。

「既存計画論」は古澤が担当したユニットであり、2011年と引き続き同じテーマに新しい学生

が取り組み、国分寺駅前を対象として計画論を発展させた。「真剣60代 多摩り場」は籾山が

担当したユニットであり、学生が自身の問題意識を徹底的に議論しながら発展させ、シンプル

だが骨組みのしっかりした提案を作成した。「地域活動をサホートし、立川か選はれる街を目

指すフロシェクト」は酒井が担当したユニットであり、新しいアクションを実践することを念頭

に置いたプロジェクトの企画を立案した。

二つの学域から学年の異なるメンバーが参加し、丁寧な検討を重ねて提案を練り上げており、

昨年と同様に提案を練り上げるアプローチそのものの多様性が、成果やその内容の多様性を

もたらしている。（饗庭伸）

8郊 外 都 市 賦 活 の

方 法 論
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【12の文脈】
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郊外都市横断
スタディーズ
首都大学東京　郊外型都市賦活更新プロジェクト研究

Cross-sectional Studies of Suburban Cities

現在そしてこれからの
郊外生活を考え、読み解くために

山本薫子
都市社会学／地域社会学／社会調査、
首都大学東京　都市システム科学域

郊外をどう調べ、
どう理解するか？

饗庭伸
都市計画・まちづくり、
首都大学東京　都市システム科学域

首都大学東京では、２０１０年より２０１３年まで東京の郊外を対象とした研究を行いました。

都市環境科学研究科に所属する６人の研究者と現場で活躍する３人の専門家、

そして様々な専門領域で学ぶ４６名の大学院生がチームを組み、５年間かけて

さまざまな視点から研究や提案を行ってきました。このレポートはその研究成果をまとめたものです。

都市の郊外での生活や空間はきわめて単調である、と考えられがちですが、

そこには様々な課題と様々な可能性が隠されています。

この調査研究ではその実相に少しでも迫ろうと考えました。

ご一読いただき、ご意見やご感想などをいただければと考えています。

ないが、劣悪なスラムの環境とは程遠い。

ではこの「郊外」を捉える、理解するにはどう

すればいいか。郊外はまず第一に広すぎる。

直感的に理解することが難しいし、全てを調

べることがそもそも難しい。世界を理解する

方法には「帰納法」と「演繹法」がある。自動

車で行けども行けども同じような風景が広

がっているから「郊外は同じような風景で出来

ている」と結論づけてしまうのが帰納法である

が、郊外は広すぎるから帰納的なアプローチ

には限界がある。一つの可能性は、郊外をつ

くり出したメカニズムを明らかにして演繹的に

郊外を描き直すこと、もう一つの可能性は、

特別な現象を見つけ出し、その現象から類推

（アナロジー）することで、郊外に対する認識

を組み直すことだ。

この研究では、社会調査によって帰納的に郊

外の姿を描き出した上で、小さな地域のケー

ススタディや提案をつくる作業を通じて類推

的に郊外の姿に迫ろうとした。その成果は十

分なものではないが、2010年代前半の郊外を

出来るだけ正確に描こうとした、その報告とし

てお読みいただければ幸いである。

都市のまわりに形成された、いわゆる「郊外」、

この場所をどう捉えたらいいのだろう、このよ

うな素朴な疑問から、この研究はスタートして

いる。かつて都心の人口が激減する「ドーナ

ツ化現象」が問題になったように、もはや、都

市の人口の多くは郊外に居住している。そこ

に住んでいる人がどういう風に生活し、そこで

何が必要とされているのか、このことを正確に

見極めることは、日本の都市の将来像を見極

めることにつながる。

日本の郊外は世界的に見ても不思議な空間

である。例えばアメリカのように、自動車移動

を全ての前提とはせず、特に東京をみると、多

くの郊外は公共交通による都心への通勤を前

提としている。それなりに複合した、高機能な

空間がそこにある。あるいは急速に成長した

大都市の周辺に必ずといってもいいほど形成

される、いわゆる「スラム」も日本の郊外には

存在しない。東京の環状７号線の近辺に広

がる、木造住宅の密集エリア-都市計画の世

界では「木密ベルト」と呼ばれる-は、都市計

画制度のコントロールが十分にはたらかな

かった、という点で「スラム的」であるかもしれ

近年、若者の「地元志向」が強まっているとい

う。近年、郊外のターミナル駅の周辺開発が

各地で行われているが、そうしたことも要因と

して挙げられるかもしれない。

私たちの問題関心は、東京の郊外で生まれ

育った若者たち、いわば「郊外第二世代」は

どこにいるのか、という疑問から始まった。自

分の代で郊外に移り住み、子育てを終えた郊

外第一世代が60歳代、70歳代となった今日、

若者や子育て世代は現在どのような暮らしを

し、将来どこで、どのような生活をしたいと考

えているのだろうか。

かつては基地の街として栄え、現在にいたる

まで多摩地域の中心地として発展してきた立

川。そのなかでも高松町・曙町地区は、ター

ミナル駅に近く、利便性に惹かれて移り住む

人が多いと同時に、祖父母の代から同じ土地

で暮らし続ける家族もいる。最近では空き店

舗を活用した新しいビジネスも生まれている。

郊外第二世代が生まれ育った場所に戻ってく

るために何が必要か、また他から転入する人

たちは地域に何を求めているのだろうか。そ

うしたことをこの場所を通じて考えていきたい

という理由から、2010年8月に約2,000人を

対象としたアンケート調査を実施した。

詳細なデータ分析は今後進めていく予定であ

るが、以下では回答の全体的な傾向について

まとめておきたい。まず、全体的な傾向として

定住意識が高いことが挙げられる。特に、近

隣に特に親しい友人・知人がいなくても住み

続けたいと考えている人が一定数いることが

わかった。その背景としては、立川駅に近接

し商業施設も多いといった利便性が高く評価

されているようである。生まれ育った人々だけ

でなく、他所から転入した人々にとっても「住

みやすい」と思える地域といえるだろう。いっ

ぽう、自由回答では「年をとったらもっと静か

な場所で暮らしたい」という意見も目立った。

今後は、アンケート結果を参考にしながら、

地域のなかで積み重ねられてきた記憶や経

験、住民の地域に対する思いなどを個別のイ

ンタビューでうかがい、この地域の「これまで」

と「これから」をつなぐ作業をしていきたいと考

えている。地元の方々が地域の将来像を検

討していく際の参考資料となれば幸いである。

1.東京ウェッサイ

社会的にも意義があり、ユニークな取り組みをしているのに、発信

する場所がないと感じている人。「同じ想いを持って、活動してい

る人がいるんじゃないか？」そう思いながら、それぞれバラバラにプ

ロジェクトに取り組んでいる人。

そういった想いを広く発信する場所、そして同じ想いを持った人た

ちに出会いの場所を提供したい。「東京ウェッサイ」は、そうした考

えからスタートした、コミュニティFMを使った新しい取組みです。

2.シネマ通り（シネマ通り商店会）

立川駅北口から歩くこと数分、大通りから一歩足を

踏み入れると、「シネマ通り商店会」という、３５０

メートル程度の小さな商店街があります。

シネマ通りという名前の由来は、かつてこの商店街

に映画館があったことから名付けられたそうです。

まだ立川に米軍基地があった頃は、シネマ通りは基

地ゲートの目の前に立地していた飲み屋街として

も、大変な賑わいを見せていた時代もありました。

その後、立川基地が返還されたことや、立川駅周辺

の再開発が進み徐々に人の流れが変化したこと、

商店主の高齢化などに伴って、かつては賑わった

商店街も、現在ではシャッターを閉めたままとなっ

ている建物も少なくない状況です。
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郊外現場レポート 9研究を進める中で連携をとったり、協力をいただいたりした、

郊外都市での具体的な動きをまとめました。

4.谷保プロジェクト「やぼろじ」

国立市谷保で活動している、都市農とコミュニティの再

生をはかるプロジェクトです。地域で活動する市民の

組織、建築家、大学生、大学研究室が協働し、放棄農

地の再生、空き家の再生などに取り組んでいます。谷

保は江戸時代よりの歴史のあるエリアであり、近隣には

谷保天満宮や茅葺きの農家が残り、古くからの人のつ

ながりも残っています。一方で計画的ではない農地の

宅地化が個別散在的に進み、小さな道路と農地が入り

組む迷路のような空間が作られています。プロジェクト

では地域のこうした状況を丁寧に読み取り、様々な人の

つながりを形成しながら、空き家となっていた、昭和30

年代につくられた住宅をシェアオフィスとコミュニティカ

フェの複合拠点として再生しています。

「東京ウェッサイ」とは、TOKYO WEST SIDE」、そう「東京

の西側」という意味。戦後、東京のにしがわはベットタウン

としての機能を果たし、近年より利便性は高まりつつある一

方で、どこも同じような街になってしまったのではないかと思

います。街並みはもちろん、地域文化やアイデンティティのよ

うなものも同時に失ってしまったと言えるかもしれません。

みんなの想いがいつか形となり、東京の西側から新たなカ

ルチャーを発信していきたい。「東京ウェッサイ」という名前

には、そうした願いが込められています。

3.「立川空想不動産」シネマ通りプロジェクトについて

そんなシネマ通りは、かつて賑わっていた時代の情緒を残す物件がいまだ数多く残るエリア。よくも悪くも

それは、立川に残る唯一の立川らしさでもあります。しかし、このまま中心市街地の空洞化に歯止めが効

かなければ、それらはマンションとなり消えていくのです。いわゆる懐古主義的に建物や街並みを残すの

ではなく、雰囲気を残しつつ、使い方を変えることで新しい価値を付加はできないだろうか？　「立川空想

不動産」シネマ通りプロジェクトは、そうした想いからスタートしました。

1.株式会社 なかやま不動産

賃貸・仲介・管理、不動産コンサルティング業務等を行っている地域密着の不動産

屋である。親身な接客が印象的であり、新規居住者（特に、高齢者）に関しては業務

内の関係のみならず、賃貸住宅紹介後も地域の生活に関することなどで頼られること

もしばしばあるそうだ。

2.立川市　福祉保険部　高齢福祉課

高齢者を対象とした事業や相談、福祉会館やシルバー大学などに関することを行って

いる。高齢者の住宅に関しては在宅支援係が対応している。他の福祉機関と連携し

ており、統計は市役所内で閲覧できる。

3.地域包括支援センター

高齢者の支援・相談を中心となって行っている機関で、市内6か所に設置されている。 

その他の事業として、介護予防、高齢者の権利擁護などを行っている。高齢者の生活

実態に詳しい。

4.立川市 産業文化部 産業振興課 産業振興係 

商業、工業、農業をはじめとする市内の産業全般に渡る振興を行うとともに、まちの魅力

を発信する観光の振興を行っている。また、働きたい人への就労支援や中小企業で働く

人への勤労者福祉支援、中小企業を対象とした事業資金の融資あっせん等の業務も

行っている。

5.たちママ探検隊

2006年に市民、企業、行政との子育て支援協働事業として生まれた団体。一般公募に

より集まった立川市在住の小さな子どもを持つ母親たちによって構成され、商店街等の

地域情報を母親目線で紹介する「子育て応援たちかわマップ」を作成している。母体に

は、立川の子育てを応援する市民団体「夢たち応援団」がある。

6.NPO法人育て上げネット

立川市高松町で活動する、コミュニケーションが苦手、働くことが不安、やりたいことが

見つけられない・・若者たちとその保護者、関係者に対して様々な形をサポートを実践

するNPO。若年者就労支援事業、企業連携事業、保護者支援事業、キャリア教育事業、

官公庁ソリューション事業などを展開。

調査にご協力をいただいた皆様


